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訂正箇所 
原                 文 訂        正        文 

ページ 行 

巻頭 2 地図（上） 別紙 1参照 別紙 1参照 

巻頭 5 地図 別紙 2参照 別紙 2参照 

巻頭 9 地図 別紙 3参照 別紙 4参照 

巻頭 11 宗教 別紙 5参照 別紙 6参照 

20 年表 「共産党宣言」 『共産党宣言』 

24 資料 9 第１条 人間は， 第１条 人は， 

41 8 ヨーロッパ人は彼らをインディオ（インディアン）とよんだ。 
ヨーロッパ人は当時の地理的認識のあやまりから彼らをイン

ディオ（インディアン）とよんだ。 

45 5 原綿
げんめん

 原料の綿花
め ん か

 

45 21 原綿 綿花 

54 資料 1左段 1 八十七年前 87年前 

54 資料 1右段 9 統治 政府 

54 19 別紙 7参照 別紙 7参照 

54 図 4 別紙 7参照 別紙 7参照 

55 注 1 ① ② 

55 7 
         ① 

クリミア戦争 

         ② 

クリミア戦争 

55 コラム 北部の自由州と奴隷州との間で 北部の自由州と南部の奴隷州との間で 

56 
資料 2キャプ

ション 
(明治神宮聖徳記念絵画館蔵) (「大政奉還」) 

57 人物コラム 「王様と私」 『王様と私』 

59 図 5 別紙 7参照 別紙 7参照 

60 3 笹
ささ

葺
ぶ

きの家屋（チセ） 茅
かや

葺
ぶ

き（または笹
ささ

葺き）の家屋（チセ） 

62 資料 1 本条および前条によって保証される権利の行使を規制する。 本条および前条によって保障される権利の行使を規制する。 
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訂正箇所 
原                 文 訂        正        文 

ページ 行 

62 
資料 4キャプ

ション 
憲法発布式典 「憲法発布式」 

65 図 4 別紙 8参照 別紙 9参照 

69 16 めざす運動をおこしたが，性急な改革は めざす運動をおこした。しかし，性急な改革は 

80 資料 4 第１条 人間は， 第１条 人は， 

88 左段 4 14か条の影響もあり 十四か条の影響もあり 

96 資料 1 三 可能なかぎり， 三 可能なかぎり、 

101 図 9 別紙 10参照 別紙 10参照 

109 19 1924年から 1931年まで 1924年から 1932年まで 

112 18 ニュー・ディール ニューディール 

123 図 5 別紙 10参照 別紙 10参照 

129 人物コラム 戦後はＧＨＱの最高司令官となった。 戦後は GHQの最高司令官となった。 

133 22 1963年にマレーシア連邦
れんぽう

の一員として独立した。 1963年に連邦
れんぽう

制のマレーシアの一員として独立した。 

161 8 別紙 11参照 別紙 11参照 

164 
図 2キャプシ

ョン 
大阪万国博覧会 日本万国博覧会（大阪万博） 

167 図 4 別紙 11参照 別紙 11参照 

173 左段 20 日本は，植民統治を行っていた台湾や 日本は，植民地統治を行っていた台湾や 

174 図 3 別紙 12参照 別紙 12参照 

174 小見出し ブレトンウッズ体制の崩壊と石油危機 ブレトン・ウッズ体制の崩壊と石油危機 

177 
小見出し 

5 
改革開放 改革・開放 

178 項タイトル 別紙 12参照 別紙 12参照 

178 
人物コラムタ

イトル 
[1931－] [1931－2022] 
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訂正箇所 
原                 文 訂        正        文 

ページ 行 

180 資料 1 別紙 13参照 別紙 14参照 

184 よみとり 
民主主義国が増加した時期は，いつだろうか。また，その時

期には，どのような出来事があったのだろうか。  

世界各国で民主化が進んだ冷戦終結前後には，どのような出

来事があったのだろうか。 

187 図 5 別紙 15参照 別紙 16参照 

189 図 8 別紙 17参照 別紙 17参照 

189 17 別紙 17参照 別紙 17参照 

189 資料 7 別紙 17参照 別紙 17参照 

192 図 1 別紙 18参照 別紙 18参照 

192 右段 5 資料 1は 2018年の主要な 資料 1は 2016年の主要な 

201 
東アジア・北

アジア 
別紙 19参照 別紙 20参照 

201 東南アジア 別紙 19参照 別紙 20参照 

201 
東アジア・北

アジア 
別紙 19参照 別紙 20参照 

202 
東ヨーロッ

パ・ロシア 
別紙 21参照 別紙 22参照 

202 
西アジア・ア

フリカ 
別紙 21参照 別紙 22参照 

202 
アメリカ・オ

セアニア 
別紙 21参照 別紙 22参照 

203 

東南アジア 

東アジア・北

アジア 

別紙 23参照 別紙 24参照 

203 日本 別紙 23参照 別紙 24参照 

203 日本 別紙 23参照 別紙 24参照 

203 東南アジア 別紙 23参照 別紙 24参照 

203 東南アジア 別紙 23参照 別紙 24参照 

204 お 大坂紡績会社 大阪紡績会社 

204 か 改革開放 改革・開放 
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訂正箇所 
原                 文 訂        正        文 

ページ 行 

204 か 別紙 25参照 別紙 25参照 

205 こ 別紙 25参照 別紙 25参照 

207 に 別紙 25参照 別紙 25参照 

207 に ニュー・ディール ニューディール 

巻末 2 地図 別紙 25参照 別紙 25参照 

巻末 2 地図 別紙 25参照 別紙 25参照 

巻頭 9 地図 別紙 3参照 別紙 4参照 

133 コラム 暴力的な取り締りに抗議する 暴力的な取り締まりに抗議する 
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2

風土・街並

巻頭5

インド半島を中心とする南アジアは，北をヒマラヤ山脈などの8000m級の山々に，
南をインド洋，アラビア海にかこまれている。6500万年前には，まだユーラシア大

陸から離れていたこの地域はインド亜
あ

大
たい

陸
りく

ともよばれ，地理的にまとまった一つの世界を
形成してきた。気候は，東西で大きく熱帯と乾燥帯にわけられるが，標高の影

えい

響
きょう

もあり，
地域によっていちじるしく異なる。現在，インド，パキスタン，バングラデシュ，スリラ
ンカなどの国がある。

南アジア歴史の舞台
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南アジア・・・ボンヌ図法
サイズ　左右１０２．０９１ミリ天地１０８.２１２ミリ

ノドなし

１1カイバル峠
とうげ

　標高約1000mの峠。前1500年ごろ，
アーリヤ人たちはこの峠をこえてパンジャーブ地方に移
住した。

１3エベレスト街道（ネパー
ル）　標高3000m以上の高

こう

山
ざん

帯を通っており，ヤクなどの
家
か

畜
ちく

による荷物の運
うん

搬
ぱん

も行わ
れている。

１2綿
めん

花
か

を収
しゅう

穫
かく

する女性（インド）　イン
ドの綿花栽培の歴史は古く，紀

き

元
げん

前
ぜん

にさ
かのぼる。インドは，現在も世界有数の
綿花産出国である。

２4マドゥライの街並み（イ
ンド）　寺院の門前町とし
て発展してきた南インドの
聖
せい

地
ち

。町中ではヒンドゥー
教の聖なる動物である牛の
姿があちこちに見られる。

風土・街並

巻頭5

インド半島を中心とする南アジアは，北をヒマラヤ山脈などの8000m級の山々に，
南をインド洋，アラビア海にかこまれている。6500万年前には，まだユーラシア大

陸から離れていたこの地域はインド亜
あ

大
たい

陸
りく

ともよばれ，地理的にまとまった一つの世界を
形成してきた。気候は，東西で大きく熱帯と乾燥帯にわけられるが，標高の影

えい

響
きょう

もあり，
地域によっていちじるしく異なる。現在，インド，パキスタン，バングラデシュ，スリラ
ンカなどの国がある。
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サイズ　左右１７４.８４ミリ天地１１２.７５ミリ　ノド左から１１５.847ミリ

巻頭9

ユーラシア大陸のウラル山脈より西をヨーロッパとよぶ。アルプス・ピレネー両
山脈を境に，南ヨーロッパは牧

ぼく

畜
ちく

や果樹栽培がさかんで，以北の西ヨーロッパは雨
量や河

か

川
せん

にめぐまれて，農
のう

牧
ぼく

業が発展した。また，エルベ川以東の東ヨーロッパは大陸性
気候の大平原地帯である。フィヨルドが発達したスカンディナヴィア半島の北ヨーロッパ
では漁業や林業が発達した。

ヨーロッパ歴史の舞台

３1ドゥブロブニクの街並み
（クロアティア）　地

ち

中
ちゅう

海
かい

交
こう

易
えき

の
拠
きょ

点
てん

として繁
はん

栄
えい

し，街並みの美
しさは「アドリア海の真

しん

珠
じゅ

」とも
うたわれている。

２2ヨーロッパの森　アルプ
ス以北には森林が広がってお
り，そこを開

かい

拓
たく

してきた歴史
を通して，現在の景

けい

観
かん

と人々
の自然観が形づくられた。

3ノルウェーのフィヨルド　スカン
ディナビアは，8世紀以降に南

なん

下
か

し，
ヨーロッパ各地に王国をきずいたノ
ルマン人の原

げん

住
じゅう

地
ち

である。
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3ノルウェーのフィヨルド　スカン
ディナビアは，8世紀以降に南

なん

下
か

し，
ヨーロッパ各地に王国をきずいたノ
ルマン人の原

げん

住
じゅう

地
ち

である。
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2章　3節　国民国家と明治維新 ユゴー作『レ・ミゼラブル』は，1830年代のフランスを舞台に民衆のう
ねりをえがいた小説だよ。のちにミュージカルや映画にもなったよ。

3「7月28日：民衆をみちびく自由の女神」　フランス
七月革命のイメージを当時のフランスの画家ドラクロ
ワがえがいたもの。

国民このページの
キーワード
このページの
キーワード

自由を！そして，参政権を！
2

19世紀の欧米では，どのような国家形態が模
も

索
さく

さ
れたのだろうか。自由主義とナショナリズム

ノルウェー

ロ シ ア

オーストリア

オスマン帝国
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スペイン
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イギリス
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ローマ

ブカレスト

ナポリ

アテネパレルモ

ミラノ ヴェネツィア

大

西

洋

地
中

海

1820年代の革命と民衆蜂起
1830～31年の革命と民衆蜂起
1848～49年の革命と民衆蜂起
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ニ
ャ
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リ
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セ
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ヴ
ァ
イ
ク

ブ
ラ
ウ
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シ
ュ

プラハ

ベ
ル
リ
ン

ス
ウェー
デ
ン

ルーマニア

ポーランド

ベーメン

デカブリストの乱

ベルリン三月革命

ウィーン三月革命

ギリシア独立

チャーティスト運動
ベルギー独立

七月革命
二月革命

500km0

419世紀前半のヨーロッパの革命と民衆蜂
ほう

起
き

　87年前，私たちの父祖はこの大陸に，
自由の理念のもとに生まれ，すべての人
が平等につくられているという原理に
捧
ささ
げられた一つの新しい国（nation）を

生み出しました。
　今，私たちは大きな内戦の最中にあり
ます。そしてこの内戦は，その国が，あ
るいはどこの国であれそのような理念
のもとに生まれそのような原理に捧げ
られた国が，長い間もちこたえられるも

のであるかどうかを試す試練なのです。
……
　われわれの使命とはむしろ，われわれ
の前に残された偉大な任務に身を捧げ
ることをここに誓うことであります。
この国（nation）が神のもとで自由の新
たなる誕生を迎えるようにすること，そ
して人民の，人民による，人民のための
政府が地上から消え去ることのないよ
うにすることを決意することなのです。

1アメリカ合衆国大統領リン
カンのゲティスバーグにおけ
る演説（1863年11月19日）

リンカンの演説では，どのような統
とう

治
ち

が理想とされているだろうか。

よみとり

2演説するリンカン

1ベルリンやウィーンの三月革命を中心にドイツ諸
地域で生じた変革運動の総称。
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自由主義と
ナショナリズム

18世紀末の市民革命後，新しい国家形態

があらわれた。市民革命によって，身分制

などが解体されると，諸個人を国民としてまとめ，国家に結び付け

ることが新たな国家統
とう

合
ごう

の論理となった。こうした国家を国民国家

という。そして，国民国家の樹
じゅ

立
りつ

をめざしたり，国民国家の強化を

めざしたりするナショナリズムが出現した。また，市民の自由を保

障し，そのために国家権力を憲法によって制約する立
りっ

憲
けん

主義体制と，

市民が代表を通じて政治参加する権利を保障するための議会制が追

求された。そのような政治制度を求める思想を自由主義とよぶ。欧

米ではこの時期，自由主義とナショナリズムの運動が重要な役割を

果たし，さまざまな国，地域での革命や独立運動の原動力となった。

ウィーン体制と
その崩壊

ウィーン体制下では，イギリス，フランス，

オーストリア，プロイセン，ロシアの5大

国の主
しゅ

導
どう

のもと，諸国の政府は協力しつつ自由主義とナショナリズ

ムを抑
よく

圧
あつ

し，君
くん

主
しゅ

中心の伝統的な支配体制を維
い

持
じ

しようとした。

　しかし，労働者，農民，ブルジョワ層の不満は高まり，自由主義

的な変革を求める運動は強まった。その結果，1830年前後にはフ

ランス七月革命などの変革運動の波がおとずれ，ついで1848年に

はドイツ三月革命など，ヨーロッパの多くの部分で革命がおきた。

「諸国民の春」ともよばれるこれらの革命のなか，各国で自由主義的

な政治変革が行われ，国民国家の形成が試
こころ

みられた。多くの場合，

1
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419世紀前半のヨーロッパの革命と民衆蜂
ほう

起
き

　八十七年前，私たちの父祖はこの大陸
に，自由の理念のもとに生まれ，すべて
の人が平等につくられているという原
理に捧

ささ
げられた一つの新しい国

（nation）を生み出しました。
　今，私たちは大きな内戦の最中にあり
ます。そしてこの内戦は，その国が，あ
るいはどこの国であれそのような理念
のもとに生まれそのような原理に捧げ
られた国が，長い間もちこたえられるも

のであるかどうかを試す試練なのです。
……
　われわれの使命とはむしろ，われわれ
の前に残された偉大な任務に身を捧げ
ることをここに誓うことであります。
この国（nation）が神のもとで自由の新
たなる誕生を迎えるようにすること，そ
して人民の，人民による，人民のための
統治が地上から消え去ることのないよ
うにすることを決意することなのです。

1アメリカ合衆国大統領リン
カンのゲティスバーグにおけ
る演説（1863年11月19日）

リンカンの演説では，どのような統
とう

治
ち

が理想とされているだろうか。

よみとり

2演説するリンカン
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自由主義と
ナショナリズム

18世紀末の市民革命後，新しい国家形態

があらわれた。市民革命によって，身分制

などが解体されると，諸個人を国民としてまとめ，国家に結び付け

ることが新たな国家統
とう

合
ごう

の論理となった。こうした国家を国民国家

という。そして，国民国家の樹
じゅ

立
りつ

をめざしたり，国民国家の強化を

めざしたりするナショナリズムが出現した。また，市民の自由を保

障し，そのために国家権力を憲法によって制約する立
りっ

憲
けん

主義体制と，

市民が代表を通じて政治参加する権利を保障するための議会制が追

求された。そのような政治制度を求める思想を自由主義とよぶ。欧

米ではこの時期，自由主義とナショナリズムの運動が重要な役割を

果たし，さまざまな国，地域での革命や独立運動の原動力となった。

ウィーン体制と
その崩壊

ウィーン体制下では，イギリス，フランス，

オーストリア，プロイセン，ロシアの5大

国の主
しゅ

導
どう

のもと，諸国の政府は協力しつつ自由主義とナショナリズ

ムを抑
よく

圧
あつ

し，君
くん

主
しゅ

中心の伝統的な支配体制を維
い

持
じ

しようとした。

　しかし，労働者，農民，ブルジョワ層の不満は高まり，自由主義

的な変革を求める運動は強まった。その結果，1830年前後にはフ

ランス七月革命などの変革運動の波がおとずれ，ついで1848年に

はドイツ三月革命など，ヨーロッパの多くの部分で革命がおきた。

「諸国民の春」ともよばれるこれらの革命のなか，各国で自由主義的

な政治変革が行われ，国民国家の形成が試
こころ

みられた。多くの場合，
19

5

10

15

20

それぞれの国・地域でおこった出来事を表にまと
めてみよう。

₁₉世紀後半の東アジア諸国にはどのような変化が生じていたのだろう
か，説明してみよう。トライチェック

4琉
りゅう

球
きゅう

処分の経緯

5日本の国境の画定　幕末の日
にち

露
ろ

和親条約では，樺
から

太
ふと

（サハリン）の帰
き

属
ぞく

は未決，千
ち

島
しま

列島では択
え

捉
とろふ

島と得
ウルッ

撫
プ

島の間を両国の国境とし，これによって択捉島以南（現
在の北方領土）は日本の領土であることが日露両国で
合意された。さらに，1875年の樺太・千島交換条約
によって，樺太をロシア領，千島列島全体を日本領と
することが決定された。小

お

笠
がさ

原
わら

諸島については，
1876年に日本の領有が各国に通告された。

7江
こう

華
か

島
とう（カンファド）

事件　江華島砲台と交戦後，江華島付近の島
に上陸する日本軍。

冊封・朝貢関係 薩摩藩が支配さくほう

鹿児島県に編入1871

1872琉球藩を設置
国王尚泰を藩王に
外交権を接収

1875清との関係断絶を命令

清との関係存続を嘆願
1876裁判権，警察権を接収

冊封・朝貢関係

1878
琉球の清への朝貢禁止，
日本の「属地」化に抗議 1879琉球処分

沖縄県を設置
首里城を接収
藩王尚泰の上京

1880琉球分割に関する
条約案を提議

琉球の廃藩置県に抗議

調印回避

琉
球
国

琉球士族の一部が清の介入を要請 沖
縄
県

日

　
本

琉
球
藩

琉
球
国清

1000km0
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択捉島
え  とろふ とう　

得撫島
ウルッ  プ   とう　

占守島
シュム シュ とう　

宗
谷
海
峡

そ
う
　や
　か
い 

き
ょ
う

ロ
パ
ト
カ
岬み

さ
き

1854年
の国境

竹島

尖閣諸島

清

朝鮮

日本

ロシア

　琉球国最後の国王。1848
年にわずか4歳（満年齢）で
即位し，1853年のペリーの
琉球来

らい

航
こう

も国王として経験
した。1872年に琉球藩が設
置されると，藩

はん

王
おう

となり華族に列せられた。さら
に1879年に沖縄県が設置されると，藩王の地位を
失い，明治政府から東京移住を命ぜられた。58歳
（満年齢）で死去し，歴代琉球国王の墓である玉

たま

陵
うどぅん

に埋
まい

葬
そう

された。

6尚
しょう

泰
たい

［1843－1901］
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係を維
い

持
じ

していた。1871年に清は，もともと冊封・朝貢関係を結

んでいなかった日本との間に日
にっ

清
しん

修好条規を結び，国交と通商関係

を開いた。

　日本は，1872年に琉
りゅう

球
きゅう

藩を置き，琉球と清との冊封関係断
だん

絶
ぜつ

を

はかった。1874年，琉球宮
みや

古
こ

島
じま

の島民が台
たい

湾
わん

の住民に殺害された

ことを口実に，日本政府は台湾に軍隊を派遣した（台湾出
しゅっ

兵
ぺい

）。清と

の戦争を避け，同時に琉球が日本の統治下にあることを認めさせる

ため，大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が北
ペ キ ン

京におもむいた。1879年には沖縄県を設置

して，日本の一部であることを表明した（琉球処分）。

　また，朝鮮に対し，日本政府は外交文書に，日本の君主をあらわ

す語として「皇」の文字を用いようとした。清の冊封を受けていた朝

鮮は，これを日本が上位に立つものとして，文書の受け取りを拒否

した。これに対し，1873年，西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

らが朝鮮へ軍事行動をおこ

すべきであると主張したが，政府内で否定され，西郷らは政府を離

れた。1875年，日本は軍
ぐん

艦
かん

を朝鮮の江
こう

華
か

島
とう（カンファド）

に送って戦闘を引きお

こし，翌年，朝鮮に不利な不平等条約である日
にっ

朝
ちょう

修好条規が結ばれ

た。1882年の壬
じん

午
ご

軍乱と，1884年の甲
こう

申
しん

事変では，日清両国の軍

隊が朝鮮半島で軍事行動をとったが，甲申事変後，日清両国は天
てん

津
しん

条約を結び，同時撤
てっ

兵
ぺい

と今後の出兵の際の相互通知を取り決めた。

　一方，おなじく清と冊封・朝貢関係にあったベトナムは，清
しん

仏
ふつ

戦

争後の1885年にフランスの保護国となり，のちフランス領インド

シナの一部となった。こうして清は，朝鮮での地位と影響力は保
ほ

持
じ

し続けたものの，琉球，ベトナムとの冊封・朝貢関係を失った。
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それぞれの国・地域でおこった出来事を表にまと
めてみよう。

₁₉世紀後半の東アジア諸国にはどのような変化が生じていたのだろう
か，説明してみよう。トライチェック

4琉
りゅう

球
きゅう

処分の経緯

5日本の国境の画定　幕末の日
にち

露
ろ

和親条約では，樺
から

太
ふと

（サハリン）の帰
き

属
ぞく

は未決，千
ち

島
しま

列島では択
え

捉
とろふ

島と得
ウルッ

撫
プ

島の間を両国の国境とし，これによって択捉島以南（現
在の北方領土）は日本の領土であることが日露両国で
合意された。さらに，1875年の樺太・千島交換条約
によって，樺太をロシア領，千島列島全体を日本領と
することが決定された。小

お

笠
がさ

原
わら

諸島については，
1876年に日本の領有が各国に通告された。

7江
こう

華
か

島
とう（カンファド）

事件　江華島砲台と交戦後，江華島付近の島
に上陸する日本軍。

冊封・朝貢関係 薩摩藩が支配さくほう

鹿児島県に編入1871

1872琉球藩を設置
国王尚泰を藩王に
外交権を接収

1875清との関係断絶を命令

清との関係存続を嘆願
1876裁判権，警察権を接収

冊封・朝貢関係

1878
琉球の清への朝貢禁止，
日本の「属地」化に抗議 1879琉球処分

沖縄県を設置
首里城を接収
藩王尚泰の上京

1880琉球分割に関する
条約案を提議

琉球の廃藩置県に抗議

調印回避

琉
球
国

琉球士族の一部が清の介入を要請 沖
縄
県

日

　
本

琉
球
藩

琉
球
国清

1000km0
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北京
ペキン

漢城（ソウル）
かんじょう

太

日　本　海

平

洋

千
島
列
島

小
笠
原
諸
島

樺太
（サハリン）

江華島

台湾 沖縄 大東諸島 南鳥島

択捉島
え  とろふ とう　

得撫島
ウルッ  プ   とう　

占守島
シュム シュ とう　

宗
谷
海
峡

そ
う
　や
　か
い 

き
ょ
う

ロ
パ
ト
カ
岬み

さ
き

1854年
の国境

竹島

尖閣諸島

清

朝鮮

日本

ロシア

　琉球国最後の国王。1848
年にわずか4歳（満年齢）で
即位し，1853年のペリーの
琉球来

らい

航
こう

も国王として経験
した。1872年に琉球藩が設
置されると，藩

はん

王
おう

となり華族に列せられた。さら
に1879年に沖縄県が設置されると，藩王の地位を
失い，明治政府から東京移住を命ぜられた。58歳
（満年齢）で死去し，歴代琉球国王の墓である玉

たま

陵
うどぅん

に埋
まい

葬
そう

された。

6尚
しょう

泰
たい

［1843－1901］

59

係を維
い

持
じ

していた。1871年に清は，もともと冊封・朝貢関係を結

んでいなかった日本との間に日
にっ

清
しん

修好条規を結び，国交と通商関係

を開いた。

　日本は，1872年に琉
りゅう

球
きゅう

藩を置き，琉球と清との冊封関係断
だん

絶
ぜつ

を

はかった。1874年，琉球宮
みや

古
こ

島
じま

の島民が台
たい

湾
わん

の住民に殺害された

ことを口実に，日本政府は台湾に軍隊を派遣した（台湾出
しゅっ

兵
ぺい

）。清と

の戦争を避け，同時に琉球が日本の統治下にあることを認めさせる

ため，大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が北
ペ キ ン

京におもむいた。1879年には沖縄県を設置

して，日本の一部であることを表明した（琉球処分）。

　また，朝鮮に対し，日本政府は外交文書に，日本の君主をあらわ

す語として「皇」の文字を用いようとした。清の冊封を受けていた朝

鮮は，これを日本が上位に立つものとして，文書の受け取りを拒否

した。これに対し，1873年，西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

らが朝鮮へ軍事行動をおこ

すべきであると主張したが，政府内で否定され，西郷らは政府を離

れた。1875年，日本は軍
ぐん

艦
かん

を朝鮮の江
こう

華
か

島
とう（カンファド）

に送って戦闘を引きお

こし，翌年，朝鮮に不利な不平等条約である日
にっ

朝
ちょう

修好条規が結ばれ

た。1882年の壬
じん

午
ご

軍乱と，1884年の甲
こう

申
しん

事変では，日清両国の軍

隊が朝鮮半島で軍事行動をとったが，甲申事変後，日清両国は天
てん

津
しん

条約を結び，同時撤
てっ

兵
ぺい

と今後の出兵の際の相互通知を取り決めた。

　一方，おなじく清と冊封・朝貢関係にあったベトナムは，清
しん

仏
ふつ

戦

争後の1885年にフランスの保護国となり，のちフランス領インド

シナの一部となった。こうして清は，朝鮮での地位と影響力は保
ほ

持
じ

し続けたものの，琉球，ベトナムとの冊封・朝貢関係を失った。

1830～78

1827～77

1885

1884～85
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帝国主義とはどのような動きだろうか。 アジアやアフリカなど植民地にされた地域での植民地化に対する抵抗運
動を調べてみよう。トライチェック

4世界の植民地分割　
〈イギリス〉すでに領有していたインドを中心に，南アジア，東南アジ
アで勢力を拡大しつつ，アフリカではエジプトと南アフリカを拠

きょ

点
てん

として大陸の南北を貫くルートで植民地を形成し，中国でも広大な
勢力範囲をきずき，オセアニアでも植民地を確保した。

〈フランス〉イギリスと対抗して北アフリカ，西アフリカで植民地を獲
得するほか，インドシナ東部を領有し，中国にも勢力範囲を設定，
太平洋の島々の多くを領有した。

〈ロシア〉中央アジアを支配し，バルカン半島から中国東北部までユー

ラシア大陸全域にわたって南下をはかった。
〈ドイツ〉アフリカ，太平洋で植民地を獲得したほか，中国では膠

こう

州
しゅう

湾
を租

そ

借
しゃく

して山
さん

東
とう

半島を勢力範囲とし，またオスマン帝国からバグダ
ード鉄道敷

ふ

設
せつ

権を獲得して中東への進出をはかった。
〈日本〉台

たい

湾
わん

のほか朝鮮を領有し，福
ふっ

建
けん

省を勢力範囲とし，南満
まん

洲
しゅう

の利
権を確保した。

〈アメリカ〉フィリピンやグアム島などをスペインからうばい，キュー
バ，パナマなど中米地域の国々を支配下に置いた。

　植民地化，従属化の形態は，帝国主義国が，直
接にある地域を植民地として領有する場合や，保
護国・自治領などのかたちをとることが多かった。
また，沿岸部の土地を租借して都市や軍事基地を
建設したり，一定地域に対して鉄道敷設権などの
利権を獲得したりする場合などがあった。

植民地化，従
じゅう

属
ぞく

化の形態

イギリス領
フランス領
ドイツ領
ロシア領
オランダ領
イタリア領
スペイン領
ポルトガル領
日本領
アメリカ領
ベルギー領

世界の植民地分割［1914年］

カナダ

ブラジル

アルゼンチン

チリ
南西アフリカ

南アフリカ連邦

リベリア

アルジェリア

チュニジア

イタリア
フランス

スペイン

ポルトガル

イギリス
ベルギー

ドイツ
オランダ

ロシア

オスマン
帝国 ペルシア

アフガニスタン

エチオピア

中国

シャム

日本

オーストラリア

ニュージー
ランド

アメリカ

インド

シベリア

0゜

65

分割に関するベルリン会議後，アフリカ大陸のほぼ全域が，イギリ

ス，フランスをはじめとするヨーロッパ諸国の植民地として分割さ

れることになった。アジア，太平洋の諸地域でも，植民地化を進め

ようとするヨーロッパ諸国の動きが顕
けん

著
ちょ

になった。こうした動きに，

アメリカ合衆国や日本も19世紀末ごろから追
つい

随
ずい

し，1910年前後には，

アフリカ，南アジア，東南アジア，オセアニアのほとんどがこれら

帝国主義諸国の植民地として分割された。東アジアでも植民地化や，

帝国主義諸国による利
り

権
けん

獲得が進み，中南米でもアメリカの支配下，

影響下に置かれる国が多くなり，世界分割はほぼ完了した。

　世界分割競争が激しくなる19世紀末には，各国間の軍事的緊
きん

張
ちょう

は高まり，敵対関係や同盟関係を軸
じく

とする外交関係も流動的なもの

になり，帝国主義国間の対立の増大や関係の不安定化は，大
だい

規
き

模
ぼ

な

戦争がおきる可能性を広げていった。

1884～85
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帝国主義とはどのような動きだろうか。 アジアやアフリカなど植民地にされた地域での植民地化に対する抵抗運
動を調べてみよう。トライチェック

4世界の植民地分割　
〈イギリス〉すでに領有していたインドを中心に，南アジア，東南アジ
アで勢力を拡大しつつ，アフリカではエジプトと南アフリカを拠

きょ

点
てん

として大陸の南北を貫くルートで植民地を形成し，中国でも広大な
勢力範囲をきずき，オセアニアでも植民地を確保した。

〈フランス〉イギリスと対抗して北アフリカ，西アフリカで植民地を獲
得するほか，インドシナ東部を領有し，中国にも勢力範囲を設定，
太平洋の島々の多くを領有した。

〈ロシア〉中央アジアを支配し，バルカン半島から中国東北部までユー

ラシア大陸全域にわたって南下をはかった。
〈ドイツ〉アフリカ，太平洋で植民地を獲得したほか，中国では膠

こう

州
しゅう

湾
を租

そ

借
しゃく

して山
さん

東
とう

半島を勢力範囲とし，またオスマン帝国からバグダ
ード鉄道敷

ふ

設
せつ

権を獲得して中東への進出をはかった。
〈日本〉台

たい

湾
わん

のほか朝鮮を領有し，福
ふっ

建
けん

省を勢力範囲とし，南満
まん

洲
しゅう

の利
権を確保した。

〈アメリカ〉フィリピンやグアム島などをスペインからうばい，キュー
バ，パナマなど中米地域の国々を支配下に置いた。

　植民地化，従属化の形態は，帝国主義国が，直
接にある地域を植民地として領有する場合や，保
護国・自治領などのかたちをとることが多かった。
また，沿岸部の土地を租借して都市や軍事基地を
建設したり，一定地域に対して鉄道敷設権などの
利権を獲得したりする場合などがあった。

植民地化，従
じゅう
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化の形態
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分割に関するベルリン会議後，アフリカ大陸のほぼ全域が，イギリ

ス，フランスをはじめとするヨーロッパ諸国の植民地として分割さ

れることになった。アジア，太平洋の諸地域でも，植民地化を進め

ようとするヨーロッパ諸国の動きが顕
けん

著
ちょ

になった。こうした動きに，

アメリカ合衆国や日本も19世紀末ごろから追
つい

随
ずい

し，1910年前後には，

アフリカ，南アジア，東南アジア，オセアニアのほとんどがこれら

帝国主義諸国の植民地として分割された。東アジアでも植民地化や，

帝国主義諸国による利
り

権
けん

獲得が進み，中南米でもアメリカの支配下，

影響下に置かれる国が多くなり，世界分割はほぼ完了した。

　世界分割競争が激しくなる19世紀末には，各国間の軍事的緊
きん

張
ちょう

は高まり，敵対関係や同盟関係を軸
じく

とする外交関係も流動的なもの

になり，帝国主義国間の対立の増大や関係の不安定化は，大
だい

規
き

模
ぼ

な

戦争がおきる可能性を広げていった。
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第二次世界大戦は，どの国のどのような行動がき
っかけではじまったのだろうか。

第二次世界大戦の勃
ぼっ

発
ぱつ

や拡大について学ぶことは，あなたにとってどの
ような意味があるだろうか，考えてみよう。トライチェック

フランス
1940

エール デンマーク
1940

オランダ
  1940

ベルギー
1940

オーストリア
チェコスロヴァキア

ユーゴスラヴィア
1941

エストニア
ラトヴィア 

1941
リトアニア

ポーランド
1939

ソヴィエト連邦

スイス

ギリシア
1941

1941

ノルウェー
　  1940

1941

1941

1941

1941

1942

ベルリン

アウシュヴィッツ（現オシフィエンチム）

ロンドン
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ヴィシーゲルニカ

ローマ

スターリングラード
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モスクワ
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洋

地　　

　　　　中　　

　　　　　　　　　海

黒　海

ポ
ル
ト
ガ
ル

フィンランド

スペイン

イ
ギ
リ
ス

ドイツ

イ
タ
リ
ア

トルコ

エジプト

イラク

ハンガリー
ルーマニア

ブルガリア
ア
ル
バ
ニ
ア

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

シチリア

キプロス

パレスティナ

ノルマンディー

シリア

トランス・ヨルダン
チュニジア
1940

イタリア領リビア 1943.11
カイロ会談

1945.2
ヤルタ会談

1945.7
ポツダム会談

1939年8月の枢軸国
1941年までに枢軸軍
に参加した国
1942年の枢軸軍最大
占領地と占領した年
当時の連合軍諸国
中立国

1000km0

5第二次世界大戦中のヨーロッパ

　アジア太平洋戦争の開戦を憂
うれ

えた日本人も存在
したが，多くの人々は緒

しょ

戦
せん

の勝利に熱狂した。当
時学生であった上

うえ

原
はら

良
りょう

司
じ

も，開戦の報を受けて，級
友たちと教室で快

かい

哉
さい

をさけんだことを日記に書き
とめている。学

がく

徒
と

動員を受け陸軍に入隊した際も，
上原はアジア解放を実現する「悠

ゆう

久
きゅう

の大義」に生き
ることを誓っている。しかし兵

へい

営
えい

生活のなかで，
自由が抑

よく

圧
あつ

された日本は，自由主義国家アメリカ
に敗れると確信するにいたる。そして一方では，
自由の勝利を喜び，他方では日本の独立を希

き

求
きゅう

し
ながら，1945年5月11日，沖縄の米海軍機動部隊
に突入して戦死した。そして日本は，激しい空襲
により国土を破壊され，敗戦した。
　1941年に熱狂をもってむかえられたアジア太
平洋戦争が，4年後に大きな破壊を生み出した経
験があるからこそ，戦後日本人の心に，平和意識
が深く刻まれたといえる。

開戦に熱
ねっ

狂
きょう

する人々

6真
しん

珠
じゅ

湾
わん

攻撃と日米開戦を知らせる新聞号外　アメリ
カ政府はこの奇

き

襲
しゅう

攻撃を国民の戦意高
こう

揚
よう

に利用した。

　デビュー作『ローマの休
日』（1953年）でアカデミー
主演女優賞を受賞した映画
俳優。第二次世界大戦がは
じまった時ヘップバーンは
10歳，アンネ・フランクと同い年である。そして，
戦争中を，アンネと同じオランダで過ごした。の
ちに，ヘップバーンはこう語っている。「ナチスに
関しては，聞いたり読んだりするおそろしいこと
を，割り引いて考えてはいけません。それは，想
像をはるかにこえるおそろしいことなのです」。

7オードリー・ヘップバーン
［1929－1993］

1近年では，戦争の範囲が太平洋地域だけでなく中
国や東南アジアにもおよんだことを重視して，「アジ
ア太平洋戦争」というよび方が広がっている。

123123

などにおいて約600万の人々が犠
ぎ

牲
せい

となった。

結び付く日中戦争と
第二次世界大戦

日中戦争が長期化するなか，1940年3月， 

汪
おう

精
せい

衛
えい

（汪
おう

兆
ちょう

銘
めい

）が日本の傀
かい

儡
らい

政権である

南
ナン

京
キン

国民政府を樹
じゅ

立
りつ

した。その後，ドイツがフランスに勝利すると，

日本はフランス領インドシナ北部に進
しん

駐
ちゅう

し，援
えん

蔣
しょう

ルートの遮
しゃ

断
だん

と資

源獲
かく

得
とく

をはかった。さらに1940年9月に日独伊三国同盟を，1941年

4月には日ソ中立条約を結び，アメリカへの強
きょう

硬
こう

姿勢を強めた。

　日本は一方ではアメリカとの妥
だ

協
きょう

の道をさぐり，1941年4月から

日米交渉をはじめた。しかし，同年6月独ソ戦がはじまると，日本

はソ連と満
まん

洲
しゅう

の国境に派
は

兵
へい

するとともに，フランス領インドシナ南

部に進駐した。日本の動きに反発したアメリカが石油の対日輸出を

全面禁止すると，石油をアメリカからの輸入に依
い

存
ぞん

していた日本で

は，陸軍を中心に開戦論が高まった。この間も日米交渉は続けられ

ていたが，満洲を満洲事変以前の状態に戻すことなどを求めたアメ

リカの要求（ハル・ノート）を日本はこばみ，日米交渉は決
けつ

裂
れつ

した。

　1941年12月8日，日本陸軍はマレー半島で上陸作戦を開始し，海

軍はハワイの真
しん

珠
じゅ

湾
わん

を奇
き

襲
しゅう

した。同日，東
とう

条
じょう

英
ひで

機
き

内閣は米英に宣戦

布告し，アジア太平洋地域を戦場とするアジア太平洋戦争（太平洋

戦争）がはじまり，まもなくドイツもアメリカに宣戦布
ふ

告
こく

した。日

本は，アジアに「大
だい

東
とう

亜
あ

共
きょう

栄
えい

圏
けん

」とよばれる新秩
ちつ

序
じょ

をつくり，欧米の

植民地支配からアジアを解放することに戦争の目的があると強調

し，この戦争を「大東亜戦争」とよんだ。
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第二次世界大戦は，どの国のどのような行動がき
っかけではじまったのだろうか。

第二次世界大戦の勃
ぼっ

発
ぱつ

や拡大について学ぶことは，あなたにとってどの
ような意味があるだろうか，考えてみよう。トライチェック
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5第二次世界大戦中のヨーロッパ
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司
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哉
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久
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繁
はん

栄
えい

していたアメリカでは，どのような移
い

民
みん

が制
限されたのだろうか。

もともとは移民が建国したアメリカで，この時期に移民制限など排
はい

外
がい

的
な風

ふう

潮
ちょう

が強まったのはなぜだろうか，説明してみよう。トライチェック

7アメリカの大衆文化　1920年代のアメリカでは，
❶ジャズや❷チャールストン（ダンスの一種），❸プロ
スポーツが流行し，❹チェーンストアが増え，映画や
ラジオ放送が大衆のものとなった。この時代に，現在
のアメリカの生活の基本型がつくられた。

　イギリスのロンドン出身の
映画俳優。アメリカの映画界
に入り，喜

き

劇
げき

映画の俳優兼監
督として社会を風

ふう

刺
し

する多く
の作品を生み出した。写真は
『モダンタイムス』（1936年）の一場面で，機械文明を
批判している。『独

どく

裁
さい

者』（1940年）では，ヒトラーを
連想させる独裁者ヒンケルとユダヤ人の床屋の二役
を演じた。見た目がそっくりだったためにヒンケル
と勘違いされて兵士に最敬礼された床

とこ

屋
や

が，大群衆
の前で平和を訴

うった

える大演説をする，という映画であ
る。ちなみに，ヒトラーも1889年生まれで，チャッ
プリンと同い年である。第二次世界大戦後，アメリ
カでマッカーシーらによる「赤狩り」が激しくなると，
1952年に祖国イギリスにわたった。

6チャップリン
［1889－1977］

❶

❸

❷

❹

8職業婦人の登場　写真は電話交
こう

換
かん

手
しゅ

として働く女性
たち。

9阪
はん

急
きゅう

百貨店　宝塚少女歌
か

劇
げき

とならんで，沿線の消費
文化の中心となった。

101

の西・北欧からの移民の多くがプロテスタントであったのと異なり，

カトリックやユダヤ教を信
しん

仰
こう

していた。1924年の移民法ではこう

した新移民が制限されるとともに，年間の移民総数も定められ，す

でに禁止されていた中国系同様，日系移民も禁じられた。またソ連

の誕生を受けて，共産主義が敵視された。大戦終結直後，禁酒法が

成立するが，その背景にはアメリカ社会で大きな力をもつW
ワ ス プ

ASP

（イギリス系の白人でプロテスタントを信仰）が移民の飲酒を嫌
けん

悪
お

し

ていたことがあった。黒人に対する差別も強まった。

大衆文化の広がり
アメリカで台頭した大

たい

衆
しゅう

文化は，ほかの

国々にも影響を与えた。大正後期・昭和

初期の日本では東京や大阪といった大都市の人口が急増し，私鉄の

沿線開発で郊外に都市が広がった。都市部には百貨店（デパート）が

でき，和洋折
せっ

衷
ちゅう

の文化住宅が登場した。洋食，洋
よう

装
そう

もあこがれの的
まと

となった。そうした地域では俸
ほう

給
きゅう

生活者（サラリーマン）が新中間層

を形成し，バスガール，電話交
こう

換
かん

手
しゅ

といった職業婦人や学生も新た

な生活様式を模
も

索
さく

した。ハリウッド映画は無
む

声
せい

からトーキー（有
ゆう

声
せい

）

に移行し，当時，世界で上映される映画の約4分の3がアメリカ映画

となっていた。アメリカのプロ野球同様，大学や中学校（現在の高

等学校）の野球が観
み

るスポーツとして人気を博した。浅草の喜劇や

大阪のお笑い劇，また宝塚の少女歌
か

劇
げき

のような大衆演劇もさかんに

なった。さらに労働運動や女性運動といった社会運動も活発化した。
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1日ソ間の平和条約は締
てい

結
けつ

されず，日本が，国
くな

後
しり

島，
択
え

捉
とろふ

島，歯
はぼ

舞
まい

群島，色
しこ

丹
たん

島は固有の領土であると
主張する北方領土問題の解決は，平和条約の締結
後にもちこされた。

諸外国と外交関係を正常化していくなかで，韓国
とは，どのような外交関係を樹立したのだろうか。

日本が西側陣
じん

営
えい

の一員として国際社会に復帰していくなかでの，当時の
政権担当者の政治・外交方針はどのようなものだったか，考えてみよう。トライチェック

5日ソ共同宣言

　満
まん

洲
しゅう

国軍官学校，日本の
陸軍士官学校で学び，関東
軍で軍務についた経歴をも
つ。1961年，クーデタをお
こして政権を掌

しょう

握
あく

，軍政を
行ったのち，63年に大統領に就

しゅう

任
にん

した。朴は，貧
ひん

困
こん

の解消と経済開発を課題として掲
かか

げ，「漢
ハン

江
ガン

の奇
跡」とよばれる経済発展を実現した。その一方で，
朴は憲法を改正して大統領権限を強化するなど独

どく

裁
さい

化を強め，1979年に暗殺された。

7朴
パク

正
チョン

熙
ヒ（ぼくせいき）

［1917－1979］

6日本の国際連合加盟　写真は，ニューヨークにある
国際連合の本部前で国旗をあげているようす。

　敗戦国となった日本は，戦勝国である連合国や，日本が戦時中に占
せん

領
りょう

した国，地
域，また植民地やそこに住む人々に対する賠

ばい

償
しょう

や補償を行う必要があった。
　第二次世界大戦後，1951年のサンフランシスコ平和条約でアメリカなどの連合
国は一部例外を除いて対日賠償を放

ほう

棄
き

した。この条約にもとづいて，中華民国は
賠償を放棄したが，日本はビルマなどの東南アジア諸国に賠償を行い，韓国など
には経済協力の形態で補償を行った。日本政府はこれらの条約で補償問題は個人
への補償もふくみ解決済みとしている。だが，1980年代以降，アジアの国々の民
主化などの影響で，おもに個人から国家（日本），企業などへの賠償請求が生じた。
当初，日本の裁判所は一連の条約で個人賠償請求権は残されているとの判断を示
した。他方，1990年代以降，朝鮮半島や台

たい

湾
わん

の人々への部分的補償がなされた。
慰
い

安
あん

婦
ふ

についても民間機関のアジア女性基金が部分的に補償を行った。
　戦後補償問題には個々の国や社会の情勢など複雑な背景があるが，昨今では，か
つて戦争や植民地支配で敵対した人々同士の直接の対話など，「和解」をめぐる試

こころ

みがみられる。

戦後補
ほ

償
しょう

161

行った。こうしたなか，佐
さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

内閣はアメリカ政府と交渉を行い，

1972年に沖縄が日本に復帰した。しかし，沖縄のアメリカ軍基地は，

復帰後もあまり縮
しゅく

小
しょう

されなかった。

冷戦と
日本のアジア外交

サンフランシスコ平和条約で西側陣
じん

営
えい

の一

員として独立を回復した日本は，朝鮮戦争

の休戦後に国際的な緊
きん

張
ちょう

の緩
かん

和
わ

が進むなか，課題として残されてい

た東側陣営やアジアの国々との外交関係をきずいていった。

　1956年，鳩
はと

山
やま

一
いち

郎
ろう

内閣はソ連との戦争状態を終
しゅう

結
けつ

させるため日

ソ共同宣言に調
ちょう

印
いん

し，国交が回復した。同年，日本はソ連の支持も

得て国連に加盟した。

　東南アジア諸国との外交関係を正常化するうえで重要なのは，賠
ばい

償
しょう

問題であった。サンフランシスコ講
こう

和
わ

会議で，日本が経済上の理

由から賠償を軽
けい

減
げん

されたことへの不満などから，たとえばフィリピ

ンは調印した条約の承
しょう

認
にん

を遅らせ，インドネシアは承認を行わなか

った。日本は1950年代末までに，賠償問題をおおむね解決し，東

南アジア諸国との緊密な関係の基
き

礎
そ

をきずいた。

　交戦国でなかったがゆえにサンフランシスコ講和会議にまねかれ

なかった韓国とは，長期にわたる交渉の末，1965年に佐藤内閣が

朴
パク

正
チョン

熙
ヒ

政
（ぼくせいき）

権と日韓基本条約を結び，国交を正常化した。日本は韓国

を朝鮮半島の唯一の合法的政府として承認し，日本が経済協力を行

うかわりに韓国が植民地支配にかかわる請求権を放
ほう

棄
き

したが，韓国

併
へい

合
ごう

の合法性や竹
たけ

島
しま

をめぐる問題などについては解決をみなかった。
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5日ソ共同宣言

　満
まん

洲
しゅう

国軍官学校，日本の
陸軍士官学校で学び，関東
軍で軍務についた経歴をも
つ。1961年，クーデタをお
こして政権を掌

しょう

握
あく

，軍政を
行ったのち，63年に大統領に就

しゅう

任
にん

した。朴は，貧
ひん

困
こん

の解消と経済開発を課題として掲
かか

げ，「漢
ハン

江
ガン

の奇
跡」とよばれる経済発展を実現した。その一方で，
朴は憲法を改正して大統領権限を強化するなど独

どく

裁
さい

化を強め，1979年に暗殺された。

7朴
パク

正
チョン

熙
ヒ（ぼくせいき）

［1917－1979］

6日本の国際連合加盟　写真は，ニューヨークにある
国際連合の本部前で国旗をあげているようす。

　敗戦国となった日本は，戦勝国である連合国や，日本が戦時中に占
せん

領
りょう

した国，地
域，また植民地やそこに住む人々に対する賠

ばい

償
しょう

や補償を行う必要があった。
　第二次世界大戦後，1951年のサンフランシスコ平和条約でアメリカなどの連合
国は一部例外を除いて対日賠償を放

ほう

棄
き

した。この条約にもとづいて，中華民国は
賠償を放棄したが，日本はビルマなどの東南アジア諸国に賠償を行い，韓国など
には経済協力の形態で補償を行った。日本政府はこれらの条約で補償問題は個人
への補償もふくみ解決済みとしている。だが，1980年代以降，アジアの国々の民
主化などの影響で，おもに個人から国家（日本），企業などへの賠償請求が生じた。
当初，日本の裁判所は一連の条約で個人賠償請求権は残されているとの判断を示
した。他方，1990年代以降，朝鮮半島や台

たい

湾
わん

の人々への部分的補償がなされた。
慰
い

安
あん

婦
ふ

についても民間機関のアジア女性基金が部分的に補償を行った。
　戦後補償問題には個々の国や社会の情勢など複雑な背景があるが，昨今では，か
つて戦争や植民地支配で敵対した人々同士の直接の対話など，「和解」をめぐる試

こころ

みがみられる。

戦後補
ほ

償
しょう

161

行った。こうしたなか，佐
さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

内閣はアメリカ政府と交渉を行い，

1972年に沖縄が日本に復帰した。しかし，沖縄のアメリカ軍基地は，

復帰後もあまり縮
しゅく

小
しょう

されなかった。

冷戦と
日本のアジア外交

サンフランシスコ平和条約で西側陣
じん

営
えい

の一

員として独立を回復した日本は，朝鮮戦争

の休戦後に国際的な緊
きん

張
ちょう

の緩
かん

和
わ

が進むなか，課題として残されてい

た東側陣営やアジアの国々との外交関係をきずいていった。

　1956年，鳩
はと

山
やま

一
いち

郎
ろう

内閣はソ連との戦争状態を終
しゅう

結
けつ

させるため日

ソ共同宣言に調
ちょう

印
いん

し，国交が回復した。同年，日本はソ連の支持も

得て国連に加盟した。

　東南アジア諸国との外交関係を正常化するうえで重要なのは，賠
ばい

償
しょう

問題であった。サンフランシスコ講
こう

和
わ

会議で，日本が経済上の理

由から賠償を軽
けい

減
げん

されたことへの不満などから，たとえばフィリピ

ンは調印した条約の承
しょう

認
にん

を遅らせ，インドネシアは承認を行わなか

った。日本は1950年代末までに，賠償問題をおおむね解決し，東

南アジア諸国との緊密な関係の基
き

礎
そ

をきずいた。

　交戦国でなかったがゆえにサンフランシスコ講和会議にまねかれ

なかった韓国とは，長期にわたる交渉の末，1965年に佐藤内閣が

朴
パク

正
チョン

熙
ヒ

政
（ぼくせいき）

権と日韓基本条約を結び，国交を正常化した。日本は韓国

を朝鮮半島の唯一の合法的政府として承認し，日本が経済協力を行

うかわりに韓国が植民地支配にかかわる請求権を放
ほう

棄
き

したが，韓国

併
へい

合
ごう

の合法性や竹
たけ

島
しま

をめぐる問題などについては解決をみなかった。

1901～75

➡p.129

1883～1959
1

➡p.71

36

5

10

15

20

ASEANは，当初どのような目的で結成されたの
だろうか。

ECとASEANの地域連携には，どのような違いがあるのだろうか。また，
なぜ，違いが生まれるのだろうか，あなたの考えを説明してみよう。トライチェック
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イ ン ド ネ シ ア

オーストラリア

ラオス
ミャンマー
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太 平 洋
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南シナ海

ブルネイ・ダルサラーム

シンガポール

原加盟国
（1967年）
1984年
1995年
1997年
1999年

　1965年9月におきたクー
デタを鎮

ちん

圧
あつ

し，くわだてた
のは共産党であるとして徹

てっ

底
てい

的に弾
だん

圧
あつ

，壊
かい

滅
めつ

させた
（九・三〇事件）。この事件
をきっかけに実

じっ

権
けん

をにぎったスハルトは，スカル
ノを失

しっ

脚
きゃく

させ，1968年，大統領に就
しゅう

任
にん

した。軍の
支持を政治的基

き

盤
ばん

としたスハルトは，経済開発政
策を推進し，30年間，大統領職にあったが，1998
年，経済危機と民主化要求の波で辞職した。

7スハルト
［1921－2008］

6ワルシャワのゲットー記念碑の前で祈るブラント首
相（1970年）　ナチスによるユダヤ人虐

ぎゃく

殺
さ つ

（p.₁₂₂）を謝罪
することにより，西ドイツ国家の進む道を世界に明示
した。

167

スがデンマーク，アイルランドなどとともにECに加盟したのは

1973年であった（拡大EC）。

アジアにおける
地域連携

第二次世界大戦後に独立を達成したアジ

ア・アフリカ諸国においても，域内の政治・

経済的な連携をめざす動きがみられた。

　東南アジアでは，1963年にマラヤ連
れん

邦
ぽう

とシンガポール，ボルネ

オ島北部のサバ，サラワクが統合し連邦制のマレーシアとなったが，

マレー人優
ゆう

遇
ぐう

政策をめぐる対立から，華
か

人
じん

を中心とするシンガポー

ルが分
ぶん

離
り

，独立した。インドネシアでは，マレーシアと対立したス

カルノ政権が，共産党勢力や中国との関係を強化したが，1965年

に軍事クーデタ（九・三〇事件）が発生し，スハルトを中心とする軍

事政権が成立し，共産党を弾
だん

圧
あつ

した。一方，ベトナム戦争を背景に，

アメリカ合衆国のジョンソン大統領は1965年に東南アジア諸国へ

の経済支援を表明し，日本も技術援助や借
しゃっ

款
かん

などを通じた経済協力

を推進した。1967年にはインドネシア，マレーシア，シンガポール，

フィリピン，タイの5か国が東南アジア諸国連合（A
ア セ ア ン

SEAN）を結成

した。当初は反共産主義の側面が強かったASEANは，1970年代以降，

域内の政治的安定や経済連携に積極的にかかわり，しだいに東アジ

アや南アジアにも広がる地域協力の基
き

盤
ばん

を形成していったが，EC

のような超国家的な統合をめざすものではなかった。
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4章　3節　世界秩序の変容と日本 レーガンは俳優から大統領になったことでも知られる。1985年公開の映
画“Back to the Future”には，それを元にしたコメディシーンがあるよ。

ドルで，石油で，世界がゆれる
2

変
へ ん

動
ど う

相
そ う

場
ば

制
せ い

への移行と石油危機は，世界経済と人々
の生活にどのような影響をおよぼしたのだろうか。石油危機と経済の自由化
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3円の対ドル相場の推移　

1景気が後退しているにもかかわらず，物価の上昇
が続く状態のこと。

基
き

軸
じ く

通貨このページの
キーワード
このページの
キーワード

1原油価格の推
す い

移
い

2ネオンが自
じ

粛
しゅく

された銀座の街（1973年11月）
グラフ1から，1973年に銀座でネオンが自粛された理由を読み取ろう。また，
原油価格の変動の背景と影響を考えてみよう。

よみとり
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10年

ブレトンウッズ体制
の崩

ほ う

壊
か い

と石油危機
1960年代後半には，アメリカ合衆国の財

政赤字と貿易赤字拡大により，自由主義世

界の基
き

軸
じ く

通貨であったドルへの信用が低下し，国際通貨（ブレトン・

ウッズ）体制は不安定化した。1971年8月，ドルに対する信用低下

を防ぐため，ニクソン大統領はドルと金の兌
だ

換
か ん

停止などを発表した

（ドル・ショック）。こうしてドルを基軸とするブレトン・ウッズ体

制はくずれ，1973年までに主要国の通貨は変動相場制に移行したが，

ドルはその後も基軸通貨としての地位を維
い

持
じ

した。

　1973年にイスラエルとアラブ諸国の間に第4次中東戦争がおこる

と，中東産
さ ん

油
ゆ

国
こ く

のアラブ諸国は非友好国への原油輸出を禁止・制限

する措
そ

置
ち

をとり，石油輸出国機構（O
オ ペ ッ ク

PEC） は原油価格を大幅に引

き上げたため，安
あ ん

価
か

な石油を前
ぜ ん

提
て い

としていた日本をふくむ世界経済

は大打
だ

撃
げ き

を受けた（第1次石油危機）。また，1979年にイラン革命が

おこると，原油価格は再び高
こ う

騰
と う

した（第2次石油危機）。

　国際通貨体制の変動と石油危機により，先進工業国では成長率が

鈍
ど ん

化
か

し，欧米諸国はスタグフレーションに苦しんだ。日本でも，狂
きょう

乱
ら ん

物価といわれる物価急
きゅう

騰
と う

が生じ，1974年に戦後はじめて経済成

長率がマイナスを記録したが，省エネルギー化の推
す い

進
し ん

やマイクロエ

レクトロニクス産業に代表される産業の高度化によって危機を克
こ く

服
ふ く

➡ p.114, 125
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4章　3節　世界秩序の変容と日本 壁が開放された1989年12月のクリスマスにベルリンで開催された記
念のコンサートでは，ベートーヴェンの『歓喜の歌』が演奏されたよ。

それでも，残る対立
4

冷戦はどのように終
しゅう

結
けつ

したのだろうか。冷戦の終
しゅう　けつ

結と世界

INF全
ぜん

廃
ぱい

条約

　INF=中
ちゅう

距
きょ

離
り

核戦力を全廃するという画期的な
ものであったが，2019年に失

しっ

効
こう

となった。

冷戦の終結このページの
キーワード
このページの
キーワード

　1985年，54歳でソ連共産
党書記長に就

しゅう

任
にん

した時，あ
るアメリカの雑誌は次のよ
うな記事をのせた。「高

こう

齢
れい

の
弱々しい指導者のもとで機能不全におちいってき
たソ連に，国家の舵

かじ

取り役をしっかり任せられそ
うな指導者が登場した」。ゴルバチョフはペレスト
ロイカを推

すい

進
しん

し，冷戦終
しゅう

結
けつ

を宣
せん

言
げん

するなど変革を
進め，1990年には共産党の一党独

どく

裁
さい

を放
ほう

棄
き

し，大
統領に就任した。この変革は東欧諸国で民主化を
進行させ，ソ連にも波

は

及
きゅう

してソ連邦は解体，ゴル
バチョフは辞任した。

3ゴルバチョフ
［1931－］

2「ベルリンの壁」の開放（1989年）　冷戦の象
しょう

徴
ちょう

であったベルリンの壁は，建設開始か
ら28年後，市民によって取りこわされた。

1緊張する板
パン

門
ムン

店
ジョム（はんもんてん）

２枚の写真はそれぞれ何を表しているのだろ
うか。そして，その違いの背景には何がある

のだろうか。

よみとり

冷戦の終結
1979年，ソ連のアフガニスタン侵

しん

攻
こう

をき

っかけに，国際情勢はふたたび米ソ対立が

激化し新冷戦とよばれる時代となった。しかし，新冷戦にともなう

軍事費の増大は，ソ連の経済に打
だ

撃
げき

を与えた。

　1985年にソ連共産党の書記長に就
しゅう

任
にん

したゴルバチョフは，ペレ

ストロイカとよばれる改革を実
じっ

施
し

し，計画経済の修正や情報公開（グ

ラスノスチ）を進めた。また，新思考外交を掲
かか

げて，西側諸国との

関係改善をはかり，1987年にアメリカ合衆国と中
ちゅう

距
きょ

離
り

核戦力（INF）

全
ぜん

廃
ぱい

条約を結んだ。アフガニスタンからの撤
てっ

退
たい

も進めた。

　このようにソ連で政治改革が行われるなか，ポーランドやハンガ

リーなどで民主化運動が高まり，1989年，これら東欧諸国で共産

党の独
どく

裁
さい

体制が次々と崩
ほう

壊
かい

した。同年11月には冷戦の象
しょう

徴
ちょう

であっ

た「ベルリンの壁」が開放され，翌12月にはマルタ島で開かれたア

メリカのブッシュ（父）大統領とソ連のゴルバチョフ書記長の会談

で，冷戦の終結が宣
せん

言
げん

された。翌年には東西ドイツが統一した。

1991年にはコメコンとワルシャワ条約機構が解体された。

　一方，ソ連の国内でも民族運動が高まり，バルト3国を先頭に連
れん

邦
ぽう

内の15の共和国が自立する動きを強め，1991年，ソ連は解体した。

ここにヨーロッパでは共産主義は姿を消し，冷戦構造は終
しゅう

焉
えん

した。
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4章　3節　世界秩序の変容と日本 PKOは国連発足時には想定されず，国連憲章にも明記されていないが，現
在では地域紛争の鎮

ちん

静
せい

化や停
てい

戦
せん

監
かん

視
し

などさまざまな任務を展開しているよ。

国連は，日本は，何をしたか
5

冷戦後の地域紛争に国際社会はどのように対処して
きたのだろうか。拡散する地域紛争

4000km0

国連PKOへの自衛隊の部隊の参加
国際緊急援助活動（災害など）での
自衛隊の派遣
その他のおもな自衛隊の派遣

カンボジア国際平和協力業務
（1992.9～1993.9）

ハイチ国際平和協力業務
（2010.2～2013.2）

東ティモール国際平和協力業務
（2002.2～2004.6）

モザンビーク国際平和協力業務
（1993.5～1995.1）

ゴラン高原国際平和協力業務
（1996.2～2013.1）

南スーダン国際平和協力業務
（2012.1～2017.5）

ペルシャ湾（機雷掃海）
（1991.4～1991.10）

イラク（人道復興支援）
（2004.1～2009.2）

ソマリア沖など（海賊対処）
（2009.3～）

オマーン湾など（船舶安全確保）
（2020.2～）

インド洋（補給など）
（2001.1～2007.11）
（2008.1～2010.1）

2アメリカ同時多発テロ（2001年9月11日）　ニュー
ヨークの世界貿易センタービルなどに，ハイジャック
された旅

りょ

客
かく

機
き

が衝
しょう

突
とつ

し，多くの犠
ぎ

牲
せい

者を出した。

地域紛争このページの
キーワード
このページの
キーワード

1国連PKOへの自衛隊の部隊の参加

冷戦の終
しゅう

結
けつ

後，自衛隊
の部隊が日本から
海外に派

は

遣
けん

される
ようになった。ど
のような国や地域
に，いかなる目的
で送られたのだろ
うか。

よみとり

さまざまな地域紛争
冷戦が終

しゅう

結
けつ

すると，それまでおさえこまれ

ていた民族や宗教などをめぐる対立が表面

化した。ユーゴスラヴィアでの紛争（ユーゴ内戦），ロシアでのチェチ

ェンの独立運動など，とりわけ旧社会主義陣
じん

営
えい

で多くの紛争がおき

た。また，武
ぶ

装
そう

勢力など非国家主体によるテロも発生している。

　地域紛争が特に集中したのが中東である。1990年のイラクによ

るクウェート侵
しん

攻
こう

をきっかけに翌年，湾岸戦争が勃
ぼっ

発
ぱつ

した。2001

年9月11日，アメリカ合衆国でイスラーム過
か

激
げき

派による同時多発テ

ロが発生すると，アメリカのブッシュ（子）政権は同年，アフガニス

タンのタリバン政権を攻撃した。さらに，2003年には，アメリカ

はイラク戦争にふみ切った。

　また，パレスティナ問題も続いている。1993年，イスラエルと

パレスティナ解放機構（PLO）の間でパレスティナ暫
ざん

定
てい

自治協定（オ

スロ合意）が結ばれたが，その後もイスラエルが占
せん

領
りょう

地で入
にゅう

植
しょく

地の

建設を進めたことなどから，パレスティナ人の抵抗をまねいている。

　アジアでは，パキスタンとインドの間のカシミール地方の帰
き

属
ぞく

を

めぐる紛争が続いている。

在職2001～09
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4章　3節　世界秩序の変容と日本 PKOは国連発足時には想定されず，国連憲章にも明記されていないが，現
在では地域紛争の鎮

ちん

静
せい

化や停
てい

戦
せん

監
かん

視
し

などさまざまな任務を展開しているよ。

国連は，日本は，何をしたか
5

冷戦後の地域紛争に国際社会はどのように対処して
きたのだろうか。拡散する地域紛争

4000km0

国連PKOへの自衛隊の部隊の参加
国際緊急援助活動（災害など）での
自衛隊の派遣
その他のおもな自衛隊の派遣

カンボジア国際平和協力業務
（1992.9～1993.9）

ハイチ国際平和協力業務
（2010.2～2013.2）

東ティモール国際平和協力業務
（2002.2～2004.6）

モザンビーク国際平和協力業務
（1993.5～1995.1）

ゴラン高原国際平和協力業務
（1996.2～2013.1）

南スーダン国際平和協力業務
（2012.1～2017.5）

ペルシア湾（機雷掃海）
（1991.4～1991.10）

イラク（人道復興支援）
（2004.1～2009.2）

ソマリア沖など（海賊対処）
（2009.3～）

オマーン湾など（船舶安全確保）
（2020.2～）

インド洋（補給など）
（2001.1～2007.11）
（2008.1～2010.1）

2アメリカ同時多発テロ（2001年9月11日）　ニュー
ヨークの世界貿易センタービルなどに，ハイジャック
された旅

りょ

客
かく

機
き

が衝
しょう

突
とつ

し，多くの犠
ぎ

牲
せい

者を出した。

地域紛争このページの
キーワード
このページの
キーワード

1国連PKOへの自衛隊の部隊の参加

冷戦の終
しゅう

結
けつ

後，自衛隊
の部隊が日本から
海外に派

は

遣
けん

される
ようになった。ど
のような国や地域
に，いかなる目的
で送られたのだろ
うか。

よみとり

さまざまな地域紛争
冷戦が終

しゅう

結
けつ

すると，それまでおさえこまれ

ていた民族や宗教などをめぐる対立が表面

化した。ユーゴスラヴィアでの紛争（ユーゴ内戦），ロシアでのチェチ

ェンの独立運動など，とりわけ旧社会主義陣
じん

営
えい

で多くの紛争がおき

た。また，武
ぶ

装
そう

勢力など非国家主体によるテロも発生している。

　地域紛争が特に集中したのが中東である。1990年のイラクによ

るクウェート侵
しん

攻
こう

をきっかけに翌年，湾岸戦争が勃
ぼっ

発
ぱつ

した。2001

年9月11日，アメリカ合衆国でイスラーム過
か

激
げき

派による同時多発テ

ロが発生すると，アメリカのブッシュ（子）政権は同年，アフガニス

タンのタリバン政権を攻撃した。さらに，2003年には，アメリカ

はイラク戦争にふみ切った。

　また，パレスティナ問題も続いている。1993年，イスラエルと

パレスティナ解放機構（PLO）の間でパレスティナ暫
ざん

定
てい

自治協定（オ

スロ合意）が結ばれたが，その後もイスラエルが占
せん

領
りょう

地で入
にゅう

植
しょく

地の

建設を進めたことなどから，パレスティナ人の抵抗をまねいている。

　アジアでは，パキスタンとインドの間のカシミール地方の帰
き

属
ぞく

を

めぐる紛争が続いている。
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₁₉₉₂年に，北米自由貿易協定を結んだ国はどこ
だろうか。

グローバル化のなかで，国民国家はどのように位置付けられようとして
いるのだろうか，あなたの考えを説明してみよう。トライチェック

5世界の地域統合への動き

6ドバイの建設現場で働く外国人労働者　アラブ首
し ゅ

長
ちょう

国
こ く

連
れ ん

邦
ぽ う

では，高
こ う

層
そ う

ビルなどの建設ラッシュのため，数
百万人の外国人労働者が雇

や と

われているが，雇
こ

用
よ う

条件は
きびしい。

ヨーロッパ連合
（EU）

ヨーロッパ連合
（EU）

アフリカ連合
（AU）

アフリカ連合
（AU）

東南アジア諸国連合
（ASEAN）

タイ，マレーシア，フィリピ
ン，インドネシア，シンガポ
ール，ブルネイ，ベトナム，
ラオス，ミャンマー，カンボ
ジア

アジア太平洋経済協力会議
（APEC）

日本，アメリカ，カナダ，オー
ストラリア，ニュージーランド，
韓国，シンガポール， マレーシ
ア，インドネシア，フィリピン，
タイ，ブルネイ，中国，台湾，
香港，メキシコ，チリ，パプア
ニューギニア， ロシア，ペルー，
ベトナム

ラテンアメリカ統合連合
（ALADI）

アルゼンチン，メキシコ， 
ブラジルなど13か国

北米自由貿易協定
（NAFTA）＊

アメリカ，カナダ, 
メキシコ

＊ NAFTAにかわって    
　2020年7月に米国・
　メキシコ・カナダ協
　定（USMCA）が発効
　した。

に世界貿易機関（WTO）が設立され，モノだけでなくサービスや知

的財産をふくむ自由貿易の拡大を推
す い

進
し ん

した。

　グローバル化の一環として，国連などの国際機関の役割が高まり，

国際的な非政府組織（NGO）も影響力を増している。また，人権，

労働，環境などの分野ではグローバルな規
き

範
は ん

が重要な意味をもつよ

うになっている。そうしたなか，近代に生まれた国民国家がゆらぎ

をみせている。

地域統合の進展
世界の一体化に加え，地域的な結び付きも

強まっている。1992年，アメリカ，カナダ，

メキシコが北米自由貿易協定（N
ナ フ タ

AFTA）を結んだ。

　ヨーロッパ共同体（EC）は，1993年のマーストリヒト条約の発
は っ

効
こ う

により，ヨーロッパ連合（EU）となった。EUは，ヨーロッパ市民権

という概
が い

念
ね ん

を導入するとともに，経済だけでなく司法・警察や外交・

安全保障の統合もめざした。1999年には域
い き

内
な い

共通通貨のユーロが

導入され， 3年後から流通した。EUの加盟国は，冷戦の終結を背

景として，北欧や東欧にも拡大した。

　一方，アジア・太平洋では，東南アジア諸国連合（A
ア セ ア ン

SEAN）を中

心として，地域協力の枠
わ く

組
ぐ

みがゆるやかにつくられてきた。1989年，

日本やアメリカをふくむアジア太平洋経済協力会議（A
エ イ ペ ッ ク

PEC）が発足

した。また，モノだけでなくサービスや投資の自由化を進める「環
かん

太平洋パートナーシップに関する包
ほう

括
かつ

的及び先進的な協定」

（CPTPP）が，2018年に日本など11か国で調印され，同年，発効した。

World Trade Organization

North American Free Trade Agreement

European Union

 Asia-Pacific Economic Cooperation

Comprehensive and Progressive Agreement for Trans-Pacific Partnership
1

1これより前，環太平洋パートナーシップ協定（TPP）
が2016年に調印されたが，アメリカが離

り

脱
だ つ

したため
発効しなかった。
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われているが，雇
こ

用
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ラテンアメリカ統合連合
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アルゼンチン，メキシコ， 
ブラジルなど13か国

北米自由貿易協定
（NAFTA）＊

アメリカ，カナダ, 
メキシコ

＊ NAFTAにかわって    
　2020年7月に米国・
　メキシコ・カナダ協
　定（USMCA）が発効
　した。

に世界貿易機関（WTO）が設立され，モノだけでなくサービスや知

的財産をふくむ自由貿易の拡大を推
す い

進
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した。

　グローバル化の一環として，国連などの国際機関の役割が高まり，
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労働，環境などの分野ではグローバルな規
き

範
は ん

が重要な意味をもつよ

うになっている。そうしたなか，近代に生まれた国民国家がゆらぎ

をみせている。

地域統合の進展
世界の一体化に加え，地域的な結び付きも

強まっている。1992年，アメリカ，カナダ，

メキシコが北米自由貿易協定（N
ナ フ タ

AFTA）を結んだ。

　ヨーロッパ共同体（EC）は，1993年のマーストリヒト条約の発
は っ

効
こ う

により，ヨーロッパ連合（EU）となった。EUは，ヨーロッパ市民権

という概
が い

念
ね ん

を導入するとともに，経済だけでなく司法・警察や外交・

安全保障の統合もめざした。1999年には域
い き

内
な い

共通通貨のユーロが

導入され， 3年後から流通した。EUの加盟国は，冷戦の終結を背

景として，北欧や東欧にも拡大した。

　一方，アジア・太平洋では，東南アジア諸国連合（A
ア セ ア ン

SEAN）を中

心として，地域協力の枠
わ く

組
ぐ

みがゆるやかにつくられてきた。1989年，

日本やアメリカをふくむアジア太平洋経済協力会議（A
エ イ ペ ッ ク

PEC）が発足

した。また，モノだけでなくサービスや投資の自由化を進める「環
かん

太平洋パートナーシップに関する包
ほう

括
かつ

的及び先進的な協定」

（CPTPP）が，2018年に日本など11か国で調印され，同年，発効した。

World Trade Organization

North American Free Trade Agreement

European Union

 Asia-Pacific Economic Cooperation

Comprehensive and Progressive Agreement for Trans-Pacific Partnership
1

1これより前，環太平洋パートナーシップ協定（TPP）
が2016年に調印されたが，アメリカが離

り

脱
だ つ

したため
発効しなかった。
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BRICSとよばれている国はどこだろうか。 これからの世界に生きる私たちは,どのような社会を考えていくべきだ
ろうか，あなたの考えを説明してみよう。トライチェック

8 持続可能な開発目標（S
エスディージーズ

DGs）　17のグローバル目標
と169のターゲット（達成基準）で構成されている。

6オーストラリア森林火災（2019年）　地球温
おん

暖
だん

化によ
る環境の変化や災害の発生が懸

け

念
ねん

されている。

7イギリスのEU離脱を悲しむ人 （々2020年）

5環境問題へのデモを行う子どもたち（2019年，ウクライナ）

12022年2月にはじまったロシアによるウクライナ
への軍事侵攻に対し，民主主義諸国は「力による現状
変更」に反対する姿勢を示している。

緩
かん

和
わ

や国有企業の民営化など新自由主義的な政策によって強められ

ている面もある。日本でも1991年のバブル経済の崩
ほう

壊
かい

後，長期に

わたる平成不
ふ

況
きょう

のもとで，そうした政策がとられてきた。

これからの世界
グローバル化の負の側面ゆえに，それに反

対する動きもあらわれている。たとえば西

欧諸国では，東欧から大量の労働者が流
りゅう

入
にゅう

したことに加え，中東や

アフリカからの難
なん

民
みん

も増加したことから，福祉の削減を懸
け

念
ねん

する労

働者などが排
はい

外
がい

主義に傾
かたむ

き，EUに対する批判が高まっている。国

家の主権を重視する主張が強まり，イギリスは2016年の国民投票

の結果を受けて，2020年にEUから離
り

脱
だつ

した。アメリカでも2017年，

保護主義を唱えるトランプが大統領に就
しゅう

任
にん

した。

　このようなグローバル化に対する不満は，既
き

存
そん

のエリートを批判

するポピュリズムの高まりをもたらしている。普通の人々の代弁者

と称するリーダーへの支持が広がり，民主化を先導してきた欧米諸

国で民主主義のゆらぎがみられる。さらに，中国やロシアといった

新興国では，独
どく

裁
さい

的な体制のもとで経済発展が進められている。世

界的にみて，民主化はふたたび停
てい

滞
たい

局面に入っている。

　2015年の国連サミットでは，誰一人取り残さない持続可能な社

会を実現するために，「持続可能な開発目標（S
エスディージーズ

DGs）」が決定され，

貧困の解消やジェンダー平等など17の目標が示された。グローバ

ル化の負の側面を解消し，持続可能な社会を構
こう

築
ちく

していくことが，

ますます大切になっている。

在職2017～2021
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おん

暖
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化によ
る環境の変化や災害の発生が懸

け

念
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されている。

7イギリスのEU離脱を祝う人 （々上）と悲し
む人 （々下）（2020年）

5環境問題へのデモを行う子どもたち（2019年，ウクライナ）
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4章　4節　現代的な諸課題の形成と展望
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　現代の人類社会が直面している最も根
こ ん

本
ぽ ん

的な問題と
して，「持続可能な社会」をいかにして実現し，継

け い

続
ぞ く

さ
せていくかということがある。その持続可能な社会は，
一般につぎのように定義される。
　「健全で恵

め ぐ

み豊かな環境が地球規
き

模
ぼ

から身近な地域
までにわたって保全されるとともに，それらを通じて
国民一人ひとりが幸せを実感できる生活を享

きょう

受
じ ゅ

でき，
将来世代にも継

け い

承
しょう

することができる社会」（2006年4月
に閣

か く

議
ぎ

決定）。
　ここであげられている「健全で恵み豊かな」環境が地
球規模で保全されるというのはどういうことだろうか。
たとえば，地球温

お ん

暖
だ ん

化などの気候変
へ ん

動
ど う

は多くの災害を
生み出しており，人類の居

き ょ

住
じゅう

環境を大きくかえてしま
う。では，この地球温暖化はどうすれば防ぐことがで
きるだろうか。地球温暖化には太陽の活動なども関係
しているとされるが，一つの解決方法は温室効果ガス
の削

さ く

減
げ ん

だとされる。温室効果ガスは，日常生活や工場
などの排

は い

出
しゅつ

する二酸化炭素などから構成されている。
　しかし，この温室効果ガス削減について，全体とし
ては世界の合意が得られるものの，具体的な個別目標
の設定になると皆が積極的というわけでもない。たと
えば，欧米先進国などは比較的容

よ う

易
い

に高い目標を設定

し，二酸化炭素を出さない取り組みを進めようとして
いるが，低開発国や新

し ん

興
こ う

大国は高い目標を設定するこ
とに慎

し ん

重
ちょう

である。
　資料1は2016年の主要な温室効果ガス排出国とその
シェアを示している。まずどのような国の排出量が多
いか，確認してみよう。そのうえで，そういった国々
の温室効果ガスなどの問題への取り組み方にどのよ
うな違いがあるのか調べ，なぜそうした違いが生じる
のかについて，みずからの考え方をふまえて主題を設
定し，2・3・4章で学んだ歴史的な背景をふまえて
考察してみよう。

「持続可能な社会」をどのように実現するのか

1各国別の温室効果ガス排出量シェア

ロシア 4.5

カナダ 1.7

ドイツ 2.3

アメリカ
15.0

インド
6.4

日本 3.5

韓国 1.8

中国
28.0%

その他
36.8 2016年

合計
約323億トン

2地球温
お ん

暖
だ ん
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4章　4節　現代的な諸課題の形成と展望

現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
と
展
望

4
節

5

10

15

20

　現代の人類社会が直面している最も根
こん

本
ぽん

的な問題と
して，「持続可能な社会」をいかにして実現し，継

けい

続
ぞく

さ
せていくかということがある。その持続可能な社会は，
一般につぎのように定義される。
　「健全で恵

めぐ

み豊かな環境が地球規
き

模
ぼ

から身近な地域
までにわたって保全されるとともに，それらを通じて
国民一人ひとりが幸せを実感できる生活を享

きょう

受
じゅ

でき，
将来世代にも継

けい

承
しょう

することができる社会」（2006年4月
に閣

かく

議
ぎ

決定）。
　ここであげられている「健全で恵み豊かな」環境が地
球規模で保全されるというのはどういうことだろうか。
たとえば，地球温

おん

暖
だん

化などの気候変
へん

動
どう

は多くの災害を
生み出しており，人類の居

きょ

住
じゅう

環境を大きくかえてしま
う。では，この地球温暖化はどうすれば防ぐことがで
きるだろうか。地球温暖化には太陽の活動なども関係
しているとされるが，一つの解決方法は温室効果ガス
の削

さく

減
げん

だとされる。温室効果ガスは，日常生活や工場
などの排

はい

出
しゅつ

する二酸化炭素などから構成されている。
　しかし，この温室効果ガス削減について，全体とし
ては世界の合意が得られるものの，具体的な個別目標
の設定になると皆が積極的というわけでもない。たと
えば，欧米先進国などは比較的容

よう

易
い

に高い目標を設定

し，二酸化炭素を出さない取り組みを進めようとして
いるが，低開発国や新

しん

興
こう

大国は高い目標を設定するこ
とに慎

しん

重
ちょう

である。
　資料1は2018年の主要な温室効果ガス排出国とその
シェアを示している。まずどのような国の排出量が多
いか，確認してみよう。そのうえで，そういった国々
の温室効果ガスなどの問題への取り組み方にどのよ
うな違いがあるのか調べ，なぜそうした違いが生じる
のかについて，みずからの考え方をふまえて主題を設
定し，2・3・4章で学んだ歴史的な背景をふまえて
考察してみよう。

「持続可能な社会」をどのように実現するのか

1各国別の温室効果ガス排出量シェア（2018年）　

ロシア 4.5

カナダ 1.7

ドイツ 2.3

アメリカ
15.0

インド
6.4

日本 3.5

韓国 1.8

中国
28.0%

その他
36.8 2016年

合計
約323億トン

2地球温
おん

暖
だん
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アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本
1751

1800

₅₅ フレンチ・インディアン戦争（～₆₃）

₇₃ ボストン茶会事件
₇₅ アメリカ独立戦争（～₈₃）
₈₇ 合衆国憲法制定
₈₈ イギリス，シドニーを領有

₅₆ 七年戦争（～₆₃）

₈₉ フランス革命（～₉₉）

₇₂ ポーランド分割（～₉₅）
₇₃ プガチョフの乱（～₇₅）

₉₆ カージャール朝，イランを統一
₉₈ ナポレオン軍，エジプト侵入

₅₇ プラッシーの戦い

₉₆ イギリス，スリランカ獲得

₅₂ ビルマ，コンバウン朝成立

₈₂ シャム，ラタナコーシン朝成立

₉₅ イギリス，マラッカ占領

₅₇ 清，ヨーロッパとの貿易を広州
₁港に制限

₅₉ 清，新疆設置
₉₃ イギリスのマカートニー，中国
にいたる

₉₆ 白蓮教徒の乱（～₁₈₀₄）

₈₇ 寛政の改革（～₉₃）
₈₉ クナシリ・メナシの戦い
₉₂ ラクスマン，根室来航

₀₀ 伊能忠敬，蝦夷地の測量

1751

1800

1810

₀₃ アメリカ，フランスからルイジ
アナを買収

₀₄ ハイチ独立

₀₄ ナポレオン法典成立
   第一帝政（～₁₄）
₀₆ 神聖ローマ帝国解体
   大陸封鎖令

₀₅ ムハンマド・アリー，エジプト
の総督となる

₀₆ イギリス，ケープ植民地を占領

₀₂ グエン・フク・アインが阮朝を
ひらく ₀₄ ロシア使節レザノフ，長崎に来航

₀₈ フェートン号事件 1810

1820

₁₀ ラテンアメリカ諸国の独立運動
年代 　　                     ₁₂ 米英戦争（～₁₄） 　　　　₁₂ ナポレオン，ロシア遠征（失敗）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₄ ウィーン会議（～₁₅）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₅ 四国同盟（フランスが加盟し，五国同盟，～ ₂₂）                
₁₉ アメリカ，スペインからフロリダ
　を買収　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

₁₈ ワッハーブ運動，ムハンマド・
アリーによって討滅

₁₃ イギリス東インド会社の貿易独
占権廃止（茶をのぞく）

₁₉ イギリス，シンガポール領有 1820

1830

₂₂ ブラジル独立
₂₃ アメリカ，モンロー宣言

　 　　　　　　　　₂₁ ギリシア独立戦争（～₂₉）
₂₅ デカブリストの乱

₃₀ フランス，七月革命　　　　　　　₃₀ ポーランドの大反乱 ₃₀ フランス，アルジェ占領

　 ₂₄ イギリス・ビルマ戦争（～₈₆）
₂₆ 海峡植民地成立 ₂₅ 異国船打払令

1830

1840 ₄₀ イギリス，ニュージーランド領有

₃₂ イギリス，第 ₁次選挙法改正
₃₄ ドイツ関税同盟発足

₃₉ オスマン帝国，タンジマ－ト始まる

₃₃ イギリス東インド会社の中国貿
易独占権全面廃止 ₃₉ 林則徐，広州でアヘンをとりしまる

₄₀ アヘン戦争（～₄₂）

₃₃ 天保の大飢饉

1840

1850

₄₅ アメリカ，テキサス併合
₄₆ アメリカ・メキシコ戦争（～₄₈） ₄₈ フランス，二月革命

　　　　　　　　　₄₈ ドイツ，オーストリアで三月革命
₄₈ イランでバーブ教徒の乱 ₄₅ シク戦争（～₄₉）

₄₂ 南京条約 ₄₁ 天保の改革（～₄₃）

1850

1860

₅₄ アメリカ，カンザス・ネブラス
カ法成立

₅₁ ロンドンで第 ₁回万国博覧会
₅₂ フランス第二帝政（～₇₀）

₅₉ イタリア統一戦争（～₆₁）

₅₃ クリミア戦争（～₅₆）

₆₀ 北京条約

₅₇ インド大反乱（シパーヒーの反乱）
（～₅₉）

₅₈ ムガル帝国滅亡

₅₁ 太平天国（～₆₄）
₅₆ アロー戦争（～₆₀）
₅₈ アイグン条約，天津条約
₆₀ 北京条約，洋務運動

₅₃ ペリー来航
₅₄ 日米和親条約
₅₈ 日米修好通商条約

1860

1870

₆₁ 南北戦争（～₆₅）
₆₃ リンカン，奴隷解放宣言

₆₉ 大陸横断鉄道開通

₆₁ イタリア王国成立
₆₂ プロイセン，ビスマルクが首相
となる

₆₄ 第 ₁インターナショナル（～₇₆）

₆₁ ロシア，農奴解放令

₆₃ ポーランド，独立運動

₆₇ オーストリア・ハンガリー帝国成立 ₆₉ スエズ運河開通

₆₂ サイゴン条約
₆₃ フランス，カンボジアを保護国
とする

₆₈ シャム，チュラロンコン王即位

₆₂ 同治中興（～₇₄）
₆₃ 朝鮮，大院君が摂政となる（～₇₃）

₆₇ 大政奉還，王政復古
₆₈ 明治維新 1870

1880

₇₁ ドイツ帝国成立
　 パリ・コミューン

₇₈ ドイツ，社会主義者鎮圧法制定

₇₀ ロシア，ナロードニキ運動さかん   
年代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₇₆ オスマン帝国，ミドハト憲法制定
　　　　　　　　　　₇₇ ロシア・トルコ戦争（～₇₈）
　　　　　　　　　　₇₈ サン・ステファノ条約，ベルリン会議

₇₇ インド帝国成立

　     　　　　　　　　　₇₁ 日清修好条規
₇₃ 朝鮮，閔氏政権成立　　　　　　 ₇₄ 台湾出兵
　　　　　　　　　　　 ₇₆ 日朝修好条規，朝鮮が開国
　　　　　　　　　　　　　　　　　₇₉ 沖縄県設置 1880

1890

₈₉ 第 ₁回パン・アメリカ会議
₉₀ アメリカ，フロンティア消滅
頃

₈₂ 三国同盟成立（ドイツ，オースト
リア，イタリア）

₈₉ 第 ₂インターナショナル（～₁₉₁₄）

₈₁ エジプト，ウラービー革命
　スーダン，マフディー運動（～₉₈）
₈₄ ベルリン会議（アフリカ分割） ₈₅ インド国民会議成立

₈₃ フエ条約　　　　　　　　　　　　₈₂ 朝鮮，壬午軍乱
₈₄ フエ条約（第 ₂次）　　　　　　　　₈₄ 朝鮮，甲申政変
　　　　　　　　　　　　 ₈₄ 清仏戦争（～₈₅）
₈₇ フランス領インドシナ連邦成立 ₈₉ 大日本帝国憲法発布

₉₀ 第 ₁回帝国議会 1890

1900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₉₁ 露仏同盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　₉₄ ドレフュス事件

　　　₉₈ 米西戦争，アメリカ，フィリピン領有
₉₈ アメリカ，ハワイ併合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₉₈ ロシア社会民主労働党結成
₉₉ アメリカ，中国の門戸開放宣言

₉₁ イラン，タバコ・ボイコット運動

₉₈ ファショダ事件
₉₉ 南アフリカ（ボーア）戦争（～₁₉₀₂）

₉₅ マレー連合州成立

₉₉ フィリピン，マロロス共和国樹立
フィリピン，アメリカ領となる

　　　　　　　　　　　
₉₄ 甲午農民戦争　　　　　₉₄ 日清戦争（～₉₅）　　　　　　　　　　　
₉₅ 変法自強運動（～₉₈）　　₉₅ 下関条約，三国干渉
₉₈ 戊戌の政変
₉₉ 義和団事件（～₁₉₀₁）

1900

1910

₀₁ オーストラリア，自治権獲得 ₀₂ 日英同盟
₀₄ 英仏協商

₀₂ シベリア鉄道開通
₀₄ 日露戦争（～₀₅）
₀₅ ポーツマス条約
₀₇ 英露協商

₀₅ 第 ₁次モロッコ事件
　　イランで立憲運動おこる
₀₈ 青年トルコ革命
₁₀ 南アフリカ，自治権獲得

₀₅ ベンガル分割令
₀₆ 全インド・ムスリム連盟結成

₀₅ べトナム，維新会のドンズー運動

₀₁ 北京議定書　　　　　　　　　　　₀₂ 日英同盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　₀₄ 日露戦争（～₀₅）
　　　　　　　　　　　　　　　　　₀₅ ポーツマス条約
₀₈ 憲法大綱発布
　　　　　　　　　　 ₁₀ 日本，韓国併合，朝鮮総督府を設立 1910

1920

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₂ バルカン戦争（～₁₃）
₁₄ パナマ運河開通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₄ サライェヴォ事件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₄ 第一次世界大戦（～₁₈）

₁₇ アメリカ，第一次世界大戦に参戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₇ ロシア革命
₁₈ ウィルソンの十四か条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₈ ブレスト・リトフスク条約
　　　　₁₉ パリ講和会議，ヴェルサイユ条約　　　　　　　　　　　　　   ₁₉ 第 ₃インターナショナル
　　　　　　　　　　　　　　　　　₂₀ 国際連盟成立　　　　　　　　　　　（コミンテルン，～ ₄₃）

₁₁ 第 ₂次モロッコ事件

₁₅ フサイン・マクマホン協定
₁₆ サイクス・ピコ協定
₁₇ バルフォア宣言

₁₉ エジプト，₁₉₁₉年革命
₂₀ トルコ，セーヴル条約

₁₉ ローラット法公布
　インド統治法実施
　 ガンディーの非暴力・不服従運
動始まる

₁₁ インドネシア，サレカット・イ
スラーム結成

₁₁ 辛亥革命（～₁₂）　　　　　　　　　₁₁ 関税自主権回復
₁₂ 中華民国建国
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　₁₅ 日本，二十一か条要求

₁₉  朝鮮，三・一独立運動 
中国，五・四運動 1920
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アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本
1751

1800

₅₅ フレンチ・インディアン戦争（～₆₃）

₇₃ ボストン茶会事件
₇₅ アメリカ独立戦争（～₈₃）
₈₇ 合衆国憲法制定
₈₈ イギリス，シドニーを領有

₅₆ 七年戦争（～₆₃）

₈₉ フランス革命（～₉₉）

₇₂ ポーランド分割（～₉₅）
₇₃ プガチョフの乱（～₇₅）

₉₆ カージャール朝，イランを統一
₉₈ ナポレオン軍，エジプト侵入

₅₇ プラッシーの戦い

₉₆ イギリス，スリランカ獲得

₅₂ ビルマ，コンバウン朝成立

₈₂ シャム，ラタナコーシン朝成立

₉₅ イギリス，マラッカ占領

₅₇ 清，ヨーロッパとの貿易を広州
₁港に制限

₅₉ 清，新疆設置
₉₃ イギリスのマカートニー，中国
にいたる

₉₆ 白蓮教徒の乱（～₁₈₀₄）

₈₇ 寛政の改革（～₉₃）
₈₉ クナシリ・メナシの戦い
₉₂ ラクスマン，根室来航

₀₀ 伊能忠敬，蝦夷地の測量

1751

1800

1810

₀₃ アメリカ，フランスからルイジ
アナを買収

₀₄ ハイチ独立

₀₄ ナポレオン法典成立
   第一帝政（～₁₄）
₀₆ 神聖ローマ帝国解体
   大陸封鎖令

₀₅ ムハンマド・アリー，エジプト
の総督となる

₀₆ イギリス，ケープ植民地を占領

₀₂ グエン・フク・アインが阮朝を
ひらく ₀₄ ロシア使節レザノフ，長崎に来航

₀₈ フェートン号事件 1810

1820

₁₀ ラテンアメリカ諸国の独立運動
年代 　　                     ₁₂ 米英戦争（～₁₄） 　　　　₁₂ ナポレオン，ロシア遠征（失敗）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₄ ウィーン会議（～₁₅）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₅ 四国同盟（フランスが加盟し，五国同盟，～ ₂₂）                
₁₉ アメリカ，スペインからフロリダ
　を買収　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

₁₈ ワッハーブ運動，ムハンマド・
アリーによって討滅

₁₃ イギリス東インド会社の貿易独
占権廃止（茶をのぞく）

₁₉ イギリス，シンガポール領有 1820

1830

₂₂ ブラジル独立
₂₃ アメリカ，モンロー宣言

　 　　　　　　　　₂₁ ギリシア独立戦争（～₂₉）
₂₅ デカブリストの乱

₃₀ フランス，七月革命　　　　　　　₃₀ ポーランドの大反乱 ₃₀ フランス，アルジェ占領

　 ₂₄ イギリス・ビルマ戦争（～₈₆）
₂₆ 海峡植民地成立 ₂₅ 異国船打払令

1830

1840 ₄₀ イギリス，ニュージーランド領有

₃₂ イギリス，第 ₁次選挙法改正
₃₄ ドイツ関税同盟発足

₃₉ オスマン帝国，タンジマ－ト始まる

₃₃ イギリス東インド会社の中国貿
易独占権全面廃止 ₃₉ 林則徐，広州でアヘンをとりしまる

₄₀ アヘン戦争（～₄₂）

₃₃ 天保の大飢饉

1840

1850

₄₅ アメリカ，テキサス併合
₄₆ アメリカ・メキシコ戦争（～₄₈） ₄₈ フランス，二月革命

　　　　　　　　　₄₈ ドイツ，オーストリアで三月革命
₄₈ イランでバーブ教徒の乱 ₄₅ シク戦争（～₄₉）

₄₂ 南京条約 ₄₁ 天保の改革（～₄₃）

1850

1860

₅₄ アメリカ，カンザス・ネブラス
カ法成立

₅₁ ロンドンで第 ₁回万国博覧会
₅₂ フランス第二帝政（～₇₀）

₅₉ イタリア統一戦争（～₆₁）

₅₃ クリミア戦争（～₅₆）

₆₀ 北京条約

₅₇ インド大反乱（シパーヒーの反乱）
（～₅₉）

₅₈ ムガル帝国滅亡

₅₁ 太平天国（～₆₄）
₅₆ アロー戦争（～₆₀）
₅₈ アイグン条約，天津条約
₆₀ 北京条約，洋務運動

₅₃ ペリー来航
₅₄ 日米和親条約
₅₈ 日米修好通商条約

1860

1870

₆₁ 南北戦争（～₆₅）
₆₃ リンカン，奴隷解放宣言

₆₉ 大陸横断鉄道開通

₆₁ イタリア王国成立
₆₂ プロイセン，ビスマルクが首相
となる

₆₄ 第 ₁インターナショナル（～₇₆）

₆₁ ロシア，農奴解放令

₆₃ ポーランド，独立運動

₆₇ オーストリア・ハンガリー帝国成立 ₆₉ スエズ運河開通

₆₂ サイゴン条約
₆₃  フランス，カンボジアを保護国
とする

₆₈ シャム，チュラロンコン王即位

₆₂ 同治中興（～₇₄）
₆₃ 朝鮮，大院君が摂政となる（～₇₃）

₆₇ 大政奉還，王政復古
₆₈ 明治維新 1870

1880

₇₁ ドイツ帝国成立
　 パリ・コミューン

₇₈ ドイツ，社会主義者鎮圧法制定

₇₀ ロシア，ナロードニキ運動さかん   
年代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₇₆ オスマン帝国，ミドハト憲法制定
　　　　　　　　　　₇₇ ロシア・トルコ戦争（～₇₈）
　　　　　　　　　　₇₈ サン・ステファノ条約，ベルリン会議

₇₇ インド帝国成立

　     　　　　　　　　　₇₁ 日清修好条規
₇₃ 朝鮮，閔氏政権成立　　　　　　 ₇₄ 台湾出兵
　　　　　　　　　　　 ₇₆ 日朝修好条規，朝鮮が開国
　　　　　　　　　　　　　　　　　₇₉ 沖縄県設置 1880

1890

₈₉ 第 ₁回パン・アメリカ会議
₉₀ アメリカ，フロンティア消滅
頃

₈₂ 三国同盟成立（ドイツ，オースト
リア，イタリア）

₈₉ 第 ₂インターナショナル（～₁₉₁₄）

₈₁ エジプト，ウラービー革命
　スーダン，マフディー運動（～₉₈）
₈₄ ベルリン会議（アフリカ分割） ₈₅ インド国民会議成立

₈₃ フエ条約　　　　　　　　　　　　₈₂ 朝鮮，壬午軍乱
₈₄ フエ条約（第 ₂次）　　　　　　　　₈₄ 朝鮮，甲申政変
　　　　　　　　　　　　 ₈₄ 清仏戦争（～₈₅）
₈₇ フランス領インドシナ連邦成立 ₈₉ 大日本帝国憲法発布

₉₀ 第 ₁回帝国議会 1890

1900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₉₁ 露仏同盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　₉₄ ドレフュス事件

　　　₉₈ 米西戦争，アメリカ，フィリピン領有
₉₈ アメリカ，ハワイ併合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₉₈ ロシア社会民主労働党結成
₉₉ アメリカ，中国の門戸開放宣言

₉₁ イラン，タバコ・ボイコット運動

₉₈ ファショダ事件
₉₉ 南アフリカ（ボーア）戦争（～₁₉₀₂）

₉₅ マレー連合州成立

₉₉ フィリピン，マロロス共和国樹立
フィリピン，アメリカ領となる

　　　　　　　　　　　
₉₄ 甲午農民戦争　　　　　₉₄ 日清戦争（～₉₅）　　　　　　　　　　　
₉₅ 変法自強運動（～₉₈）　　₉₅ 下関条約，三国干渉
₉₈ 戊戌の政変
₀₀ 義和団戦争（～₀₁）

1900

1910

₀₁ オーストラリア，自治権獲得 ₀₂ 日英同盟
₀₄ 英仏協商

₀₂ シベリア鉄道開通
₀₄ 日露戦争（～₀₅）
₀₅ ポーツマス条約
₀₇ 英露協商

₀₅ 第 ₁次モロッコ事件
　　イランで立憲運動おこる
₀₈ 青年トルコ革命
₁₀ 南アフリカ，自治権獲得

₀₅ ベンガル分割令
₀₆ 全インド・ムスリム連盟結成

₀₅ べトナム，維新会のドンズー運動

₀₁ 北京議定書　　　　　　　　　　　₀₂ 日英同盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　₀₄ 日露戦争（～₀₅）
　　　　　　　　　　　　　　　　　₀₅ ポーツマス条約
₀₈ 憲法大綱発布
　　　　　　　　　　 ₁₀ 日本，韓国併合，朝鮮総督府を設立 1910

1920

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₂ バルカン戦争（～₁₃）
₁₄ パナマ運河開通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₄ サライェヴォ事件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₄ 第一次世界大戦（～₁₈）

₁₇ アメリカ，第一次世界大戦に参戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₇ ロシア革命
₁₈ ウィルソンの十四か条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　₁₈ ブレスト・リトフスク条約
　　　　₁₉ パリ講和会議，ヴェルサイユ条約　　　　　　　　　　　　　   ₁₉ 第 ₃インターナショナル
　　　　　　　　　　　　　　　　　₂₀ 国際連盟成立　　　　　　　　　　　（コミンテルン，～ ₄₃）

₁₁ 第 ₂次モロッコ事件

₁₅ フサイン・マクマホン協定
₁₆ サイクス・ピコ協定
₁₇ バルフォア宣言

₁₉ エジプト，₁₉₁₉年革命
₂₀ トルコ，セーヴル条約

₁₉ ローラット法公布
　インド統治法実施
　 ガンディーの非暴力・不服従運
動始まる

₁₁ インドネシア，サレカット・イ
スラーム結成

₁₁ 辛亥革命（～₁₂）　　　　　　　　　₁₁ 関税自主権回復
₁₂ 中華民国建国
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　₁₅ 日本，二十一か条要求

₁₉  朝鮮，三・一独立運動 
中国，五・四運動 1920
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世界史年表 1921年～

アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本
1921

1930

21 ワシントン会議（～22）　　　　　　22 ムッソリーニのローマ進軍
24 移民法（排日移民法）成立　　　　　23 ルール占領（～25）
　　　　　　　　　　　　　　　　　25 ロカルノ条約
　　　　　　　　　　　　　28 不戦条約
29 世界恐慌　　　　　　　　　　　　29 ラテラノ条約

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和国連邦
成立

24 レーニン死去
28 第 1次 5か年計画

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
トルコ共和国成立

25 イラン，パフレヴィー朝成立
30 ガンディー，「塩の行進」を開始

30 ホー・チ・ミン，インドシナ共
産党結成

21 中国共産党結成
24 第 1次国共合作（～ 27）
25 五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28 北伐終了

23 関東大震災
25 治安維持法，普通選挙法

1921

1930

1940

33 F・ローズヴェルト大統領が就任，
ニュー・ディール政策

35 ワグナー法

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相となる　　34 ソ連，国際連盟加盟

36 スペイン内戦（～39）　　　　　　　35 コミンテルン第 7回大会
38 ミュンヘン会談　　　　　　　　　　（人民戦線戦術採用）　　　
　　　　　　39 独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40 日独伊，三国軍事同盟　　　　　　40 ソ連，バルト三国併合

32 サウジアラビア王国成立
イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地帯をの
ぞく撤兵に同意

34 ネルー，国民会議派の指導者となる
35 新インド統治法公布

40 日本軍，仏領インドシナ進駐

　　　　　　　　　　　　31 満洲事変
　　　　　　　　　　　　32 日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　37 日中戦争始まる，南京事件
37 第 2次国共合作
　　　　　　　　　　　　　　　　　40 日独伊，三国軍事同盟 1940

1950

　　　　　　　　　　　   41　大西洋憲章　　　　　　　　　　　　　　　 41 日ソ中立条約
41 太平洋戦争（～45）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41 独ソ戦開始
                                                         44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  45 ソ連，対日参戦
　　　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン　　　　　　　　47 コミンフォルム結成（～56）
48 OAS成立
　　　　　　　　　　　　　49 NATO結成　　　　　　　　　　　　　　　49 コメコン成立（～ 91）

 

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
    第 1次中東戦争（～49）

47 インド連邦，パキスタン独立，第
1次インド・パキスタン（印パ）
戦争

　　　　　　　　　　　41 太平洋戦争（～45）
　　　　　　　　　　　45 太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
フィリピン独立

48 ビルマ独立　　　　　　　　　　  48 大韓民国，朝鮮民主主義人民共
　　　　　　　　　　　　　　　          和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　49 中華人民共和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　50 朝鮮戦争（～53）

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下される連
合国に降伏

46 日本国憲法公布

1950

1960

51 ANZUS発足

　　　　　　　　　　　54 ジュネーヴ会議
　　　　　　　　　　　55 ジュネーヴ 4巨頭会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　58 EEC発足
59 キューバ革命　 　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　60 EFTA発足

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
ポーランド，ハンガリーで反ソ
暴動

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命

56 第 2次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国独立），
コンゴ動乱

54 インド・中国間で平和五原則確認 54 SEATO発足
　　ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）

60 ベトナム戦争（～ 75）

53 中国，第 1次 5か年計画

58 第 2次 5か年計画（「大躍進」政策）
　人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
　 国際連合加盟

1960

1970

62 キューバ危機
　　　　　　 63 米・英・ソ3国，部分的核実験禁止条約
64 公民権法成立
                                                           66 フランス，NATO軍から離脱
                                                           67 EC発足
69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

61 ベルリンの壁建設　　　
　　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化　　　　　　　　　62 アルジェリア独立
　　　　　　　　　　　　　　　　　63 OAU結成
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 第 3次中東戦争
68 「プラハの春」

　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争　　　　　　

65 第 2次印パ戦争                             65 アメリカ，べトナムへの軍事介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入本格化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　インドネシア，九・三〇事件
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 ASEAN発足

64 中国，原爆初実験　　　　　　　　64 東京オリンピック
　　　　　　　　　65 日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる（～76）

1970

1980

70 チリ，アジェンデ社会主義政権
    発足（～ 73）
71 アメリカ，ドル防衛策発表                                            　73 東西ドイツ，国連加盟
　　
　                                  75 第 1回先進国首脳会議（サミット）
79 米中国交樹立                                                                                          
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79 ソ連，アフガニスタン侵攻
                                                                                                                  80 ポーランド，「連帯」成立

73 第 4次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平和条約調印
     イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

71 バングラデシュ，独立宣言
　 第 3次印パ戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　71 中国，国連の代表権獲得　　　　　72 沖縄復帰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72 日中共同声明，日中国交正常化
73 べトナム和平協定調印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73 第 1次石油危機
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国成立
78 べトナム軍，カンボジア侵攻　　　　　　　　　　　　　　　78 日中平和友好条約調印
　　　　　　　　　　　　　　　　　78 中国，「四つの現代化」始まる
　　　　　79 中国，べトナムに侵攻（中越戦争）　 1980

1990

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

90 ドイツ統一

86 ソ連，チェルノブイリ事故
　 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

90 イラク，クウェートに侵攻
90 インド，経済改革進む
頃

86 ベトナム，ドイモイ始まる
89 ベトナム軍，カンボジアから撤兵

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件 89 消費税実施

1990

2000

                                                                                                                  91 ワルシャワ条約機構解散
                                                         93 マーストリヒト条約発効，EU成立         ソ連解体
94 NAFTA発効                                                                                            95 ボスニア紛争停戦
                                               96 包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択
                                                         99 EU，ユーロ導入　                        99 コソヴォ紛争停戦         

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体制終結
93 イスラエル，PLO，相互承認，暫
定自治協定調印 98 インド，パキスタン両国が核実験 97 アジア通貨危機

91 韓国，北朝鮮が国連に同時加盟

97 香港，中国に返還
99 マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

91 海上自衛隊，ペルシア湾派遣

95 阪神・淡路大震災
　　地下鉄サリン事件

2000

2010

01 9.11事件

08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領が就任 08 ロシア，グルジアに侵攻

01 アメリカなど，対アフガニスタ
ン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　02 東ティモール独立
                         04 スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

03 自衛隊，イラク派遣（～09）

09 民主党中心の政権発足（～12） 2010

2020
18 米朝首脳会談

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　13 EU拡大（加盟国28か国に）
　　　　　　　　　　　　　　　　　14 ロシア，クリミア半島（ウクライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ）の編入を宣言
20 イギリス，EUから離脱

11 エジプト，ムバラク政権崩壊

18 朝鮮半島南北首脳会談
 米朝首脳会談
20 中国，香港国家安全維持法制定

11 東日本大震災，福島第一原子力
発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使容認を閣
議決定

15 安全保障関連法案成立 2020
21 アメリカ軍がアフガニスタンから
撤退

21 東京オリンピック，パラリンピック
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世界史年表 1921年～

アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本
1921

1930

21 ワシントン会議（～22）　　　　　　22 ムッソリーニのローマ進軍
24 移民法（排日移民法）成立　　　　　23 ルール占領（～25）
　　　　　　　　　　　　　　　　　25 ロカルノ条約
　　　　　　　　　　　　　28 不戦条約
29 世界恐慌　　　　　　　　　　　　29 ラテラノ条約

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和国連邦
成立

24 レーニン死去
28 第 1次 5か年計画

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
トルコ共和国成立

25 イラン，パフレヴィー朝成立
30 ガンディー，「塩の行進」を開始

30 ホー・チ・ミン，インドシナ共
産党結成

21 中国共産党結成
24 第 1次国共合作（～ 27）
25 五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28 北伐終了

23 関東大震災
25 治安維持法，普通選挙法

1921

1930

1940

33 F・ローズヴェルト大統領が就任，
ニュー・ディール政策

35 ワグナー法

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相となる　　34 ソ連，国際連盟加盟

36 スペイン内戦（～39）　　　　　　　35 コミンテルン第 7回大会
38 ミュンヘン会談　　　　　　　　　　（人民戦線戦術採用）　　　
　　　　　　39 独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40 日独伊，三国軍事同盟　　　　　　40 ソ連，バルト三国併合

32 サウジアラビア王国成立
イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地帯をの
ぞく撤兵に同意

34 ネルー，国民会議派の指導者となる
35 新インド統治法公布

40 日本軍，仏領インドシナ進駐

　　　　　　　　　　　　31 満洲事変
　　　　　　　　　　　　32 日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　37 日中戦争始まる，南京事件
37 第 2次国共合作
　　　　　　　　　　　　　　　　　40 日独伊，三国軍事同盟 1940

1950

　　　　　　　　　　　   41　大西洋憲章　　　　　　　　　　　　　　　 41 日ソ中立条約
41 アジア太平洋戦争（～45）　　　　　　　　　　　　　　　　　41 独ソ戦開始
                                                         44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  45 ソ連，対日参戦
　　　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン　　　　　　　　47 コミンフォルム結成（～56）
48 OAS成立
　　　　　　　　　　　　　49 NATO結成　　　　　　　　　　　　　　　49 コメコン成立（～ 91）

 

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
    第 1次中東戦争（～49）

47 インド連邦，パキスタン独立，第
1次インド・パキスタン（印パ）
戦争

　　　　　　　　　　　41 アジア太平洋戦争（～45）
　　　　　　　　　　　45 太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
フィリピン独立

48 ビルマ独立　　　　　　　　　　  48 大韓民国，朝鮮民主主義人民共
　　　　　　　　　　　　　　　          和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　49 中華人民共和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　50 朝鮮戦争（～53）

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下される
     連合国に降伏
46 日本国憲法公布

1950

1960

51 ANZUS発足

　　　　　　　　　　　54 ジュネーヴ会議
　　　　　　　　　　　55 ジュネーヴ 4巨頭会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　58 EEC発足
59 キューバ革命　 　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　60 EFTA発足

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
      ポーランド，ハンガリーで反ソ
暴動

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命

56 第 2次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国独立），
コンゴ動乱

54 インド・中国間で平和五原則確認 54 SEATO発足
     ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）

60 ベトナム戦争（～ 75）

53 中国，第 1次 5か年計画

58 第 2次 5か年計画（「大躍進」政策）
　人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
　 国際連合加盟

1960

1970

62 キューバ危機
　　　　　　 63 米・英・ソ3国，部分的核実験禁止条約
64 公民権法成立
                                                           66 フランス，NATO軍から離脱
                                                           67 EC発足
69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

61 ベルリンの壁建設　　　
　　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化　　　　　　　　　62 アルジェリア独立
　　　　　　　　　　　　　　　　　63 OAU結成
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 第 3次中東戦争
68 「プラハの春」

　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争　　　　　　

65 第 2次印パ戦争                             65 アメリカ，べトナムへの軍事介
　　　　　　　　　　　　　　　　　      入本格化
　　　　　　　　　　　　　　　　　      インドネシア，九・三〇事件
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 ASEAN発足

64 中国，原爆初実験　　　　　　　　64 東京オリンピック
　　　　　　　　　65 日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる（～76）

1970

1980

70 チリ，アジェンデ社会主義政権
    発足（～ 73）
71 アメリカ，ドル防衛策発表                                            　73 東西ドイツ，国連加盟
　　
　                                  75 第 1回先進国首脳会議（サミット）
79 米中国交樹立                                                                                          
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79 ソ連，アフガニスタン侵攻
                                                                                                                  80 ポーランド，「連帯」成立

73 第 4次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平和条約調印
     イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

71 バングラデシュ，独立宣言
　 第 3次印パ戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　71 中国，国連の代表権獲得　　　　　72 沖縄復帰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72 日中共同声明，日中国交正常化
73 べトナム和平協定調印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73 第 1次石油危機
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国成立
78 べトナム軍，カンボジア侵攻　　　　　　　　　　　　　　　78 日中平和友好条約調印
　　　　　　　　　　　　　　　　　78 中国，「四つの現代化」始まる
　　　　　79 中国，べトナムに侵攻（中越戦争）　 1980

1990

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

90 ドイツ統一

86 ソ連，チェルノブイリ事故
　 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

90 イラク，クウェートに侵攻
90 インド，経済改革進む
頃

86 ベトナム，ドイモイ始まる
89 ベトナム軍，カンボジアから撤兵

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件 89 消費税実施

1990

2000

                                                                                                                  91 ワルシャワ条約機構解散
                                                         93 マーストリヒト条約発効，EU成立         ソ連解体
94 NAFTA発効                                                                                            95 ボスニア紛争停戦
                                               96 包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択
                                                         99 EU，ユーロ導入　                        99 コソヴォ紛争停戦         

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体制終結
93 イスラエル，PLO，相互承認，暫
定自治協定調印 98 インド，パキスタン両国が核実験 97 アジア通貨危機

91 韓国，北朝鮮が国連に同時加盟

97 香港，中国に返還
99 マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

91 海上自衛隊，ペルシア湾派遣

95 阪神・淡路大震災
　　地下鉄サリン事件

2000

2010

01 9.11事件

08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領が就任 08 ロシア，グルジアに侵攻

01 アメリカなど，対アフガニスタ
ン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　02 東ティモール独立
                         04 スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

04 自衛隊，イラク派遣（～09）

09 民主党中心の政権発足（～12） 2010

2020
18 米朝首脳会談

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　13 EU拡大（加盟国28か国に）
　　　　　　　　　　　　　　　　　14 ロシア，クリミア半島（ウクライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ）の編入を宣言
20 イギリス，EUから離脱

11 エジプト，ムバラク政権崩壊

18 朝鮮半島南北首脳会談
 米朝首脳会談
20 中国，香港国家安全維持法制定

11 東日本大震災，福島第一原子力
発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使容認を閣
議決定

15 安全保障関連法案成立 2020
21 アメリカ軍がアフガニスタンから
撤退

21 東京オリンピック，パラリンピック

202
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23

23別紙 図書の記号・番号　歴総７０１

番号 原文

アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本
1921

1930

21 ワシントン会議（～22）　　　　　　22 ムッソリーニのローマ進軍
24 移民法（排日移民法）成立　　　　　23 ルール占領（～25）
　　　　　　　　　　　　　　　　　25 ロカルノ条約
　　　　　　　　　　　　　28 不戦条約
29 世界恐慌　　　　　　　　　　　　29 ラテラノ条約

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和国連邦
成立

24 レーニン死去
28 第 1次 5か年計画

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
トルコ共和国成立

25 イラン，パフレヴィー朝成立
30 ガンディー，「塩の行進」を開始

30 ホー・チ・ミン，インドシナ共
産党結成

21 中国共産党結成
24 第 1次国共合作（～ 27）
25 五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28 北伐終了

23 関東大震災
25 治安維持法，普通選挙法

1921

1930

1940

33 F・ローズヴェルト大統領が就任，
ニュー・ディール政策

35 ワグナー法

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相となる　　34 ソ連，国際連盟加盟

36 スペイン内戦（～39）　　　　　　　35 コミンテルン第 7回大会
38 ミュンヘン会談　　　　　　　　　　（人民戦線戦術採用）　　　
　　　　　　39 独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40 日独伊，三国軍事同盟　　　　　　40 ソ連，バルト三国併合

32 サウジアラビア王国成立
イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地帯をの
ぞく撤兵に同意

34 ネルー，国民会議派の指導者となる
35 新インド統治法公布

40 日本軍，仏領インドシナ進駐

　　　　　　　　　　　　31 満洲事変
　　　　　　　　　　　　32 日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　37 日中戦争始まる，南京事件
37 第 2次国共合作
　　　　　　　　　　　　　　　　　40 日独伊，三国軍事同盟 1940

1950

　　　　　　　　　　　   41　大西洋憲章　　　　　　　　　　　　　　　 41 日ソ中立条約
41 太平洋戦争（～45）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41 独ソ戦開始
                                                         44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  45 ソ連，対日参戦
　　　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン　　　　　　　　47 コミンフォルム結成（～56）
48 OAS成立
　　　　　　　　　　　　　49 NATO結成　　　　　　　　　　　　　　　49 コメコン成立（～ 91）

 

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
    第 1次中東戦争（～49）

47 インド連邦，パキスタン独立，第
1次インド・パキスタン（印パ）
戦争

　　　　　　　　　　　41 太平洋戦争（～45）
　　　　　　　　　　　45 太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
フィリピン独立

48 ビルマ独立　　　　　　　　　　  48 大韓民国，朝鮮民主主義人民共
　　　　　　　　　　　　　　　          和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　49 中華人民共和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　50 朝鮮戦争（～53）

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下される連
合国に降伏

46 日本国憲法公布

1950

1960

51 ANZUS発足

　　　　　　　　　　　54 ジュネーヴ会議
　　　　　　　　　　　55 ジュネーヴ 4巨頭会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　58 EEC発足
59 キューバ革命　 　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　60 EFTA発足

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
ポーランド，ハンガリーで反ソ
暴動

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命

56 第 2次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国独立），
コンゴ動乱

54 インド・中国間で平和五原則確認 54 SEATO発足
　　ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）

60 ベトナム戦争（～ 75）

53 中国，第 1次 5か年計画

58 第 2次 5か年計画（「大躍進」政策）
　人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
　 国際連合加盟

1960

1970

62 キューバ危機
　　　　　　 63 米・英・ソ3国，部分的核実験禁止条約
64 公民権法成立
                                                           66 フランス，NATO軍から離脱
                                                           67 EC発足
69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

61 ベルリンの壁建設　　　
　　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化　　　　　　　　　62 アルジェリア独立
　　　　　　　　　　　　　　　　　63 OAU結成
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 第 3次中東戦争
68 「プラハの春」

　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争　　　　　　

65 第 2次印パ戦争                             65 アメリカ，べトナムへの軍事介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入本格化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　インドネシア，九・三〇事件
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 ASEAN発足

64 中国，原爆初実験　　　　　　　　64 東京オリンピック
　　　　　　　　　65 日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる（～76）

1970

1980

70 チリ，アジェンデ社会主義政権
    発足（～ 73）
71 アメリカ，ドル防衛策発表                                            　73 東西ドイツ，国連加盟
　　
　                                  75 第 1回先進国首脳会議（サミット）
79 米中国交樹立                                                                                          
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79 ソ連，アフガニスタン侵攻
                                                                                                                  80 ポーランド，「連帯」成立

73 第 4次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平和条約調印
     イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

71 バングラデシュ，独立宣言
　 第 3次印パ戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　71 中国，国連の代表権獲得　　　　　72 沖縄復帰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72 日中共同声明，日中国交正常化
73 べトナム和平協定調印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73 第 1次石油危機
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国成立
78 べトナム軍，カンボジア侵攻　　　　　　　　　　　　　　　78 日中平和友好条約調印
　　　　　　　　　　　　　　　　　78 中国，「四つの現代化」始まる
　　　　　79 中国，べトナムに侵攻（中越戦争）　 1980

1990

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

90 ドイツ統一

86 ソ連，チェルノブイリ事故
　 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

90 イラク，クウェートに侵攻
90 インド，経済改革進む
頃

86 ベトナム，ドイモイ始まる
89 ベトナム軍，カンボジアから撤兵

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件 89 消費税実施

1990

2000

                                                                                                                  91 ワルシャワ条約機構解散
                                                         93 マーストリヒト条約発効，EU成立         ソ連解体
94 NAFTA発効                                                                                            95 ボスニア紛争停戦
                                               96 包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択
                                                         99 EU，ユーロ導入　                        99 コソヴォ紛争停戦         

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体制終結
93 イスラエル，PLO，相互承認，暫
定自治協定調印 98 インド，パキスタン両国が核実験 97 アジア通貨危機

91 韓国，北朝鮮が国連に同時加盟

97 香港，中国に返還
99 マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

91 海上自衛隊，ペルシア湾派遣

95 阪神・淡路大震災
　　地下鉄サリン事件

2000

2010

01 9.11事件

08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領が就任 08 ロシア，グルジアに侵攻

01 アメリカなど，対アフガニスタ
ン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　02 東ティモール独立
                         04 スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

03 自衛隊，イラク派遣（～09）

09 民主党中心の政権発足（～12） 2010

2020
18 米朝首脳会談

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　13 EU拡大（加盟国28か国に）
　　　　　　　　　　　　　　　　　14 ロシア，クリミア半島（ウクライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ）の編入を宣言
20 イギリス，EUから離脱

11 エジプト，ムバラク政権崩壊

18 朝鮮半島南北首脳会談
 米朝首脳会談
20 中国，香港国家安全維持法制定

11 東日本大震災，福島第一原子力
発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使容認を閣
議決定

15 安全保障関連法案成立 2020
21 アメリカ軍がアフガニスタンから
撤退

21 東京オリンピック，パラリンピック
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アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本
1921

1930

21 ワシントン会議（～22）　　　　　　22 ムッソリーニのローマ進軍
24 移民法（排日移民法）成立　　　　　23 ルール占領（～25）
　　　　　　　　　　　　　　　　　25 ロカルノ条約
　　　　　　　　　　　　　28 不戦条約
29 世界恐慌　　　　　　　　　　　　29 ラテラノ条約

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和国連邦
成立

24 レーニン死去
28 第 1次 5か年計画

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
トルコ共和国成立

25 イラン，パフレヴィー朝成立
30 ガンディー，「塩の行進」を開始

30 ホー・チ・ミン，インドシナ共
産党結成

21 中国共産党結成
24 第 1次国共合作（～ 27）
25 五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28 北伐終了

23 関東大震災
25 治安維持法，普通選挙法

1921

1930

1940

33 F・ローズヴェルト大統領が就任，
ニュー・ディール政策

35 ワグナー法

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相となる　　34 ソ連，国際連盟加盟

36 スペイン内戦（～39）　　　　　　　35 コミンテルン第 7回大会
38 ミュンヘン会談　　　　　　　　　　（人民戦線戦術採用）　　　
　　　　　　39 独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40 日独伊，三国軍事同盟　　　　　　40 ソ連，バルト三国併合

32 サウジアラビア王国成立
イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地帯をの
ぞく撤兵に同意

34 ネルー，国民会議派の指導者となる
35 新インド統治法公布

40 日本軍，仏領インドシナ進駐

　　　　　　　　　　　　31 満洲事変
　　　　　　　　　　　　32 日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　37 日中戦争始まる，南京事件
37 第 2次国共合作
　　　　　　　　　　　　　　　　　40 日独伊，三国軍事同盟 1940

1950

　　　　　　　　　　　   41　大西洋憲章　　　　　　　　　　　　　　　 41 日ソ中立条約
41 アジア太平洋戦争（～45）　　　　　　　　　　　　　　　　　41 独ソ戦開始
                                                         44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  45 ソ連，対日参戦
　　　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン　　　　　　　　47 コミンフォルム結成（～56）
48 OAS成立
　　　　　　　　　　　　　49 NATO結成　　　　　　　　　　　　　　　49 コメコン成立（～ 91）

 

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
    第 1次中東戦争（～49）

47 インド連邦，パキスタン独立，第
1次インド・パキスタン（印パ）
戦争

　　　　　　　　　　　41 アジア太平洋戦争（～45）
　　　　　　　　　　　45 アジア太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
フィリピン独立

48 ビルマ独立　　　　　　　　　　  48 大韓民国，朝鮮民主主義人民共
　　　　　　　　　　　　　　　          和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　49 中華人民共和国成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　50 朝鮮戦争（～53）

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下される
     連合国に降伏
46 日本国憲法公布

1950

1960

51 ANZUS発足

　　　　　　　　　　　54 ジュネーヴ会議
　　　　　　　　　　　55 ジュネーヴ 4巨頭会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　58 EEC発足
59 キューバ革命　 　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　60 EFTA発足

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
      ポーランド，ハンガリーで反ソ
暴動

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命

56 第 2次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国独立），
コンゴ動乱

54 インド・中国間で平和五原則確認 54 SEATO発足
     ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）

60 ベトナム戦争（～ 75）

53 中国，第 1次 5か年計画

58 第 2次 5か年計画（「大躍進」政策）
　人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
　 国際連合加盟

1960

1970

62 キューバ危機
　　　　　　 63 米・英・ソ3国，部分的核実験禁止条約
64 公民権法成立
                                                           66 フランス，NATO軍から離脱
                                                           67 EC発足
69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

61 ベルリンの壁建設　　　
　　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化　　　　　　　　　62 アルジェリア独立
　　　　　　　　　　　　　　　　　63 OAU結成
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 第 3次中東戦争
68 「プラハの春」

　　　　　　　　　　　61 非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争　　　　　　

65 第 2次印パ戦争                             65 アメリカ，べトナムへの軍事介
　　　　　　　　　　　　　　　　　      入本格化
　　　　　　　　　　　　　　　　　      インドネシア，九・三〇事件
　　　　　　　　　　　　　　　　　67 ASEAN発足

64 中国，原爆初実験　　　　　　　　64 東京オリンピック
　　　　　　　　　65 日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる（～76）

1970

1980

70 チリ，アジェンデ社会主義政権
    発足（～ 73）
71 アメリカ，ドル防衛策発表                                            　73 東西ドイツ，国連加盟
　　
　                                  75 第 1回先進国首脳会議（サミット）
79 米中国交樹立                                                                                          
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79 ソ連，アフガニスタン侵攻
                                                                                                                  80 ポーランド，「連帯」成立

73 第 4次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平和条約調印
     イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

71 バングラデシュ，独立宣言
　 第 3次印パ戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　71 中国，国連の代表権獲得　　　　　72 沖縄復帰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72 日中共同声明，日中国交正常化
73 べトナム和平協定調印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73 第 1次石油危機
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国成立
78 べトナム軍，カンボジア侵攻　　　　　　　　　　　　　　　78 日中平和友好条約調印
　　　　　　　　　　　　　　　　　78 中国，「四つの現代化」始まる
　　　　　79 中国，べトナムに侵攻（中越戦争）　 1980

1990

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

90 ドイツ統一

86 ソ連，チェルノブイリ事故
　 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

90 イラク，クウェートに侵攻
90 インド，経済改革進む
頃

86 ベトナム，ドイモイ始まる
89 ベトナム軍，カンボジアから撤兵

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件 89 消費税実施

1990

2000

                                                                                                                  91 ワルシャワ条約機構解散
                                                         93 マーストリヒト条約発効，EU成立         ソ連解体
94 NAFTA発効                                                                                            95 ボスニア紛争停戦
                                               96 包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択
                                                         99 EU，ユーロ導入　                        99 コソヴォ紛争停戦         

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体制終結
93 イスラエル，PLO，相互承認，暫
定自治協定調印 98 インド，パキスタン両国が核実験 97 アジア通貨危機

91 韓国，北朝鮮が国連に同時加盟

97 香港，中国に返還
99 マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

91 海上自衛隊，ペルシア湾派遣

95 阪神・淡路大震災
　　地下鉄サリン事件

2000

2010

01 9.11事件

08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領が就任 08 ロシア，グルジアに侵攻

01 アメリカなど，対アフガニスタ
ン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

　　　　　　　　　　　　　　　　　02 東ティモール独立
                         04 スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

04 自衛隊，イラク派遣（～09）

09 民主党中心の政権発足（～12） 2010

2020
18 米朝首脳会談

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　13 EU拡大（加盟国28か国に）
　　　　　　　　　　　　　　　　　14 ロシア，クリミア半島（ウクライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ）の編入を宣言
20 イギリス，EUから離脱

11 エジプト，ムバラク政権崩壊

18 朝鮮半島南北首脳会談
 米朝首脳会談
20 中国，香港国家安全維持法制定

11 東日本大震災，福島第一原子力
発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使容認を閣
議決定

15 安全保障関連法案成立 2020
21 アメリカ軍がアフガニスタンから
撤退

21 東京オリンピック，パラリンピック
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番号 原文 訂正文

64

65

66

68
・
69

赤道

北回帰線

北回帰線

北回帰線

南回帰線

南極圏

北極圏

アラスカアラスカ

グリーンランド
グリーンランド

ニューカレドニア島

ハワイ諸島

グアム島

南 極 大 陸

ロサンゼルス

サンフランシスコ サンフランシスコ

シカゴ
ニューヨーク

アトランタ

リオデジャネイロ

ケープタウン

サンパウロ

マイアミ

マラカイボ

マルセイユ

ハンブルク

イスタンブル

イスタンブル

アレクサンドリア

イスファハーン

メッカ

メディナ

カラチ

ラホール

ミラノ

バルセロナ
ナポリ

グラスゴー

ボストン

ダルエスサラーム

ムンバイ

イルクーツク

コルカタ

上海

西安

広州

ホーチミン

香港

ヤンゴン

シドニー

ホノルル

メルボルン

サンクトペテルブルク

ハノイ

プノンペン

ビエンチャン

バンコク

ネーピードー

マニラ

ダッカ

北京

ジャカルタ

カーブル

テヘラン

アシガバード

タシケント

ビシュケク

ドゥシャンベ

ヌルスルタン

バクー

トビリシ

エレバン

バグダードダマスカス

イェルサレム

カイロ
クウェート

マナーマ

アブダビ
ドーハ

アンマン

リヤド
マスカット

サナア

トリポリ
ラバト

アルジェ

ティラナ

プラハ

ブラチスラヴァ

ベルン

サライェヴォ

ポドゴリツァ

リュブリャナ
ザグレブ

ベオグラード

キシニョフ

ソフィア

スコピエ
プリシュティナ

ブダペスト

タリン

リガ

ヴィリニュス

ブリュッセル
ルクセンブルク

アムステルダム

ヌアクショット

ダカール
バンジュール

ビサウ
コナクリ

フリータウン

モンロビア

ヤムスクロ

ア
ク
ラ

ロ
メ

ポ
ル
ト
ノ
ボ

アブジャ

ニアメ
バマコ

ワガドゥグー ンジャメナ

バンギ

ヤウンデマラボ
リーブルビルサントメ

ルアンダ

キンシャサ

ハルトゥーム

アディスアベバ

モガディシオ

アスマラ

ジブチ

カンパラ

ジュバ

ナイロビキガリ
ブジュンブラ

モロニ

ドドマ ヴィクトリア

ルサカ
ハラレ

マプト
ムババーネ
（ツワネ）
プレトリア

マセル

ハボローネ
ウィントフック

レイキャビク

ロンドン

ダブリン

マドリード ローマ
アンドララベリャ

パリ

ベルリン

コペンハーゲン

ワルシャワ

ブカレスト

オスロ ストックホルム
ヘルシンキ

キエフ

東京
ソウル

ピョンヤン

ディリ ポートモレスビー

ウランバートル

ウィーン

ミンスク

リスボン

マルキョク

リロングウェ

アンタナナリボ
ポートルイス

ベイルート

ニコシア

バンダルスリブガワンマレ

プライア

アテネ

カトマンズ
ティンプー

スリジャヤワルダナプラコッテ

モスクワ

バレッタ

アンカラ

アンカラ

チュニス

クアラルンプール

ワシントン

ハバナ

マナグア

メキシコシティ

テグシガルパ

サンホセ

ナッソ－

ロゾー

カストリーズ
キングスタウン

カラカス

サントドミンゴ

キングストン

サンサルバドル

グアテマラシティ

ポルトープランス

ブリッジタウン

セントジョージズ

ポートオブスペイン

タラワ
ヤレン

パナマシティ

ボゴタ

キト

パラマリボ

ジョージタウン

バセテール

リマ

ラパス ブラジリア

アスンシオン

サンティアゴ
モンテビデオブエノスアイレス

アピア

アロフィスヴァ

ヌクアロファ

ポートヴィラ

フナフティ

アバルア

ホニアラ

ウェリントン

デリー

イスラマバード

ファドゥーツ

キャンベラ

マジュロ
パリキール

オタワ

ブラザビル

サンマリノ

ベルモパン セントジョンズ

[デンマーク]
[デンマーク]

[フランス]

[アメリカ]

[アメリカ]

[アメリカ]

アイスランド

フィンランド

ドイツ

イタリア

イギリス

スペイン
ポルトガル

アイルランド

フランス

ギリシア

アルジェリア

チャド

ナイジェリア

リビア

ニジェールマリ
モーリタニア

モロッコ

ギニア

コンゴ民主共和国

アンゴラ

ナミビア

モルディヴ

ザンビア

マダガスカル

パプアニューギニア
ソロモン諸島

ヴァヌアツ

フィジー諸島
トンガ

サモア

クック諸島

ツヴァル

ニュージーランド

モザンビーク

タンザニア

スリランカ

ベトナム

（台湾）

フィリピン

モーリシャス

ケニア

ソマリア

エチオピア

スーダン

南スーダン

エジプト

エジプト

スーダン

サウジアラビア

サウジアラビア

イラク

イラク

シリア

イラン

イラン

トルコ

トルコ

ウクライナ カザフスタン

トルクメニスタン

トルクメニスタン

ウズベキスタン

ウズベキスタン

アフガニスタン

アフガニスタン

パキスタン

パキスタン

イエメン

インド

インド

モンゴル

日本

タイ

マレーシア

インドネシア

ミャンマー

デンマーク

朝鮮民主主義
人民共和国

大韓民国

パラオ

ジンバブエ

エスワティニ
レソト

ボツワナ

マラウイ

コンゴ共和国
ガボン

カメルーン
中央アフリカ

サントメ・
プリンシペ

赤道ギニア

ベ
ナ
ン
ト
ー
ゴ

ガ
ー
ナコ

ー
ト
ジ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

リベリア

シエラレオネ

ギニアビサウ
ガンビア

エリトリア

ジブチ

シンガポール

東ティモール

ネパール
ブータン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

キルギス

キルギス

タジキスタン

タジキスタン

クウェート

バーレーン
カタール

アラブ首長国連邦

オマーン

オマーン

シリア

ヨルダン

ヨルダン

レバノン

イスラエル

キプロス

ジョージア

アルメニア

アゼルバイジャン

チュニジア

ブルネイ・
ダルサラーム

コモロ

カーボヴェルデ
ラ
オ
ス

カンボジア
セネガル ブルキナ

ファソ

ウガンダ

ルワンダ

ブルンジ

アメリカ合衆国

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

キリバスナウル

メキシコ

メキシコ

バハマ

キューバ

キューバ

ドミニカ共和国
プエルトリコ

アンティグア・バーブーダ

ドミニカ国

バルバドス

トリニダード・トバゴ

セントヴィンセントおよびグレナディーン諸島
セントルシア

グレナダ

セントクリストファー・
ネイヴィス

ハイチ

ジャマイカ

アメリカ合衆国

ホンジュラスグアテマラ

エルサルバドル ニカラグア

ベリーズ

コスタリカ
パナマ

コロンビア

コロンビア
ベネズエラ

ベネズエラ

ガイアナ

ガ
イ
ア
ナ

ス
リ
ナ
ムエクアドル

ペルー

ボリビア

パラグアイ

ウルグアイ

アルゼンチン

チリ

セイシェル

南アフリカ

ドイツ

イタリア

スペイン
ポルトガル

フランス

ギリシア
トルコ

ウクライナ

ベラルーシ

スイス

モナコ
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